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1. 研究背景 
 
「時代背景及び園林の発展」 
 1840 年の中英アヘン戦争をきっかけに，中国近代史（1840―1949）の幕が開かれた。戦敗
した清政府は西洋列強との不平等条約を締結した。これにより中国国内各地に条約港が設けら
れ，港周辺は外国人の居留地となり，租界＊1或いは租借地＊1と呼ばれた 1）。それにより，西洋
文化が初めて中国伝統的社会に侵入した 2）。その後，西洋列強との国力差を認識した清政府が，
軍事力を強化するために，1860 年の洋務運動＊2，1898 年の戊戌変法＊3を起こし，西洋列強の
先進的な科学技術を導入したことを主張した 3）。改革は最終的に失敗したが，西洋文化の更な
る伝播の契機となった。 
1911年から 1912年にかけて，孫文が率いた辛亥革命＊4が発生し，民主主義国家が樹立され
た 4）。1912 年 1 月 1 日に中華民国政府が南京で成立してから，1949 年までの間は，中華民国
時代と呼ばれている。民主国家建設を強化し，君主専制制度の復旧を阻止するよう，1919 年
に発生した五四文化運動を始め，多くの学者は中国の伝統的な文化と西洋文化の関係を考えた
ことから，異文化を融合することが当時の主流となった 5）6）。西洋文化は徐々に中国の政治や
経済，思想，生活などの各分野に対して影響を与え，中国の歴史において重要な転換期になっ
たと言える。 
 当時期には，西洋列強の侵入及び民主革命の勃発によって，中国の国家体制は古代より続い
た封建制から共和制に変化した。社会面では「閉関鎖国＊5」から「門戸開放＊6」に変化し，思
想面では儒教を代表とした中国の伝統的な思想から，西洋文明と中国伝統思想の融合したもの
に変化した 7）8）。これらの影響により，園林の建設において重要な転換期を迎え 9），種類や性
質，様式などは相応な変化を遂げた（表 1-1）。 
  種類に関しては，当時期の園林は公園，公的庭園，私的庭園の 3 種類に分けられる 10）。さ
らに，公的庭園を政府建築，科学・教育・文化・衛生・体育施設，陵墓・記念的な建築などに，
私的庭園を公館・公使館，公館・住宅・別荘・邸宅などに細分する。社会変革とともに，公園
と公的庭園は新たな園林種類として大規模で出現した一方，別荘や公館などの新たな私的庭園
も生み出された 11）。 
 性質に関しては，中国の伝統的な庭園は皇家や私家に属するがそれと異なり，当時期から公
衆に開放する公園の開設が始まった一方，皇家庭園は一般市民に開放される場所に転換され始
めた。例としては，青島，大連などの租借地都市と上海，天津などの租界都市で多様な公園が 
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建設された。また，北京社稷壇などの皇家庭園は公園として開放された 12）。 
様式に関しては，中西造園様式と造園要素を融合した園林が誕生した。例としては，上海市
の丁香花園と広東省仏山市の中山公園では，中国伝統的な造園様式と西洋の造園様式が並存さ
れている。広東省澄海市の陳慈黉旧居，広東省仏山市の傅式山荘では，中国伝統的な造園様式
を主体として扱い，西洋の造園要素が装飾に取り入れられた 13）。 
 
「青島市の概況及び民国時代における園林の建設」 
  中国で最初の近代庭園が青島，大連などの租借地都市と上海,天津などの租界都市で建設さ
れた。最初の租借地都市である青島は，租界都市の建設と異なり，白紙から近代都市計画によ
り建設された。その後，都市の拡張も都市計画に従って完成された。また，租界都市にある見
られる複数の帝国主義国家に分割された都市と違い，青島市は，どの時期においても単一な強
権の統括によって発展し，都市の建設と拡張は整然と秩序立っていた 14）。園林の建設は，都
市の発展と同調し，明確な規則と建設条例に制約されていたため，中国近代園林の建設と発展
において重要な地位を持っていると言える 15）。 
  歴史的に青島区域は，膠州湾湾口に位置する青島村，大鲍島，会前村などの漁村で構成され
た。1891 年に清朝は国防上の観点から，この地に海軍の桟橋，総兵衙門，兵営など軍事施設
を建設し，町の発展が始まった 16）。 
1897 年にドイツは大洋艦隊の寄港地となる軍港を中国沿岸に確保しようと膠州湾を占領し，
翌 1898年には膠州湾を 99年間の租借地とした。ドイツはヨーロッパの街づくりのような都市
計画案を制定し，当時に存在した中国の集落を取り壊し，白紙から青島の都市建設を始めた
17）。ドイツ統治の末期に至っては，都市全体が西洋様式にレイアウトされていた。 
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第一次世界大戦でドイツに宣戦布告し，日本は 1914年 11 月に膠州湾のドイツ要塞を陥落さ
せて占領下に置き，ドイツの都市計画や建築法規を基準にし，都市建設を続けていった 18）19）。 
 1922年に青島市が中国に返還され，1929年に民国政府は青島特別市を成立させ，1930年に
は青島市と改称している。当時期から，植民地支配者主導の都市開発が終わり，中国人による
自主的な青島の都市建設が始まった。中国伝統様式は初めて西洋様式へ浸透し，民国時代の特
有な建築と園林様式を作り出した。1935 年に青島の現状，衛生，交通，公園緑地，公私建築
などの内容について，「青島市施行都市計画案」が制定され（図 1-1）20）。これは中国人が制
定した最初の青島市都市計画として，その後の青島市の計画に大きな影響を与えている。 
前述したように，民国時代の園林は公園，公的庭園，私的庭園の 3種類に分けられる。青島
市施行都市計画案」から青島市園林の計画及び建設を整理すると，「公園緑地」は「都市の肺」
に例えられ，重要性を明確に指摘している。また，森林，公園，運動場，競馬場，ゴルフ場，
水面，広場と墓地森林の 8種類にわけられた。これは青島市で最初に考えられた全体的な公園
緑地系統と言える 21）。最終的に，12 カ所の公園が建設され，総面積が 120.1ha に至った。そ
の数と面積は，当時において他の中国都市でも極めて珍しいことであった。 
公的庭园に関しては，計画案は青島市の都市位置付けを「工商、居住、療養、観光都市」と
決めた。これにより，当時期の青島市の公共施設は，おもに工業と商業施設に集中している。
これらの施設には庭園が設置されなかった（図 1-2-4，図 1-2-5）。政府建築や教育機関など
の大規模な庭園を持つ施設は，民国時代の青島にはあまり建設されてない。 
私的庭园に関しては，計画案に環境の優劣と利用者に応じて，居住用地に対して等級分けを
行った。上流階級に向けて，市区南部の沿海地域を最も等級が高い別荘区と計画した。別荘区
には生活や休養，避暑などの多様な機能を備えるゆえ，建蔽率を 30%以下に抑え，各別荘に規
模が大きく独立した庭園空間が与えられている。一般民衆に向ける居住区が台西鎮あたりに計
画され，複数の世帯が入居する形態の住宅（里院）であり（図 1-2-3），周囲は 2-3 層の建築
に囲まれ，中心部が庭となった。建蔽率が 60%を超え，また，庭の中に水道施設と公共便所を
配置し，建築の付属空間として使った 18）。 
その後，1938 年から 1945年までの間に，日本は青島を再占領し，1945年から 1949 年まで
の間に，青島市を民国政府に返還した。これらの時期においては中日戦争及び中国内戦のため，
都市の建設はあまり進められなかった。 
以上より，民国時期の青島市都市建設は主に 1922-1938 年に集中していたと言える。当時期
において青島市は豊富な緑量を持ち，「中国最美都市」に認定された 22）。この評価から民国時
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期の青島市における園林の建設は大きな成功を遂げたことが分かる。園林の建設状況から見る
と，当時期の青島市園林の建設は公園と私的庭園に集中していた。私的庭園に関しては，別荘
の建設等級が一番高く，各別荘には規模が大きく独立した庭園空間が配置された。これに基づ
き，本研究は，公衆に開放された園林空間及び個人に属する園林空間に着目し，公園と別荘を
研究対象とする。 
 
図 1-1 「青島市施行都市計画案」14）の大青島市発展計画図―分区計画図（1935年） 
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図 1-2-1 公園―海浜公園（1932） 
図 1-2-2 別荘―韶関路 22号（1935） 
図 1-2-3 一般的な住宅―里院（1930S） 
図 1-2-4 商業施設―中山路商店街（1930S） 
図 1-2-5 工業施設―紡績工場（1931） 
 
図 1-2 民国時代における青島市の各施設の写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-2-3 
 
図 1-2-2 
 
図 1-2-1 
 
 
図 1-2-4 
図 1-2-5 
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2. 既往研究と本研究の位置づけ 
 
2.1 既往研究 
2.1.1 中国近代園林に関する研究 
「全体的な研究」 
 中国近代園林に関する全体的な研究は非常に少ない。 
「中国近代園林史（朱 鈞珍）」23）では，1840-1949 年の近代園林の形成背景及び発展過程に
ついて記述しており，多量の実例を挙げて，中国近代園林の種類や様式，特徴などについて述
べた。また，近代の著名人物の造園理念を列挙し，その理念の実践と実施についても紹介し，
中国近代園林に関する社会と文化背景を理解するのに非常に充実した内容を提供している。た
だ，民国時代の内容と庭園は多少含まれているものの，概説に留まり，実例も 1912 年前のも
のが中心である。 
 
「個別都市の研究」 
都市を単位とし，近代園林の形成と発展は一定的な研究があり，主に上海，天津などの租界
都市に集中している。 
上海市に関しては，千葉大学園芸学研究科庭園デザイン研究室に所属していた張 安氏が，
上海租界公園における空間構成の変容に関する研究を行い，2011年に博士論文を発表した 23）。
該論文は，上海市に租界公園全体の配置・計画の視点から，23 カ所の公園の変遷特徴を明ら
かにした。個別公園の計画・設計の視点から，現存する 4つの最も代表的な公園における空間
構成の変容特徴及びその原因を明らかにし，西洋造園様式と中国造園様式との融合特徴につい
て考察した。また，「上海租界園地研究（謝 聖韵）」24）では，清朝末期から民国初期までの上
海市の歴史背景，中外関係の社会背景に基づき，租界公園の建設を 4 つの段階に分けられ，そ
れぞれの発展を記述した。また，造園思想，造園様式と造園要素に基づき，租界公園の発展と
変遷の特徴をまとめた。さらに，「上海市中心城区総合公園変遷研究（賈 佳）」25）は，上海市
にある 22 カ所の総合性公園に対し，近代から公園の歴史を整理して，公園の類型，機能，ま
た公園管理と園林技術の変遷過程を解析し，上海市中心城区の総合性公園の近代及び現代の時
代特徴をまとめた。 
天津市に関しては，「天津租界園林与保護（李 在輝）」26）で，1883 年から 1937 年までを研
究範囲として，天津租界園林の様式，造園要素の配置，園林植物の種類，公園の管理に関する
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内容をまとめた。「晚清至民国時期上海租界園林与天津租界園林的異与同（劉 欣雅）」27）では，
中国租界における最も代表的な上海，天津を研究対象にし，清朝末期から民国時期までの租界
園林の歴史を概述し，園路の起源，種類，建設活動，植物応用，中外文化の融合の多方面から，
比較解析を行い，異なる地区の租界園林の特徴とその異同をまとめた。 
 
「個別公園の研究」 
  個別公園の形成と発展に対しても一定的な研究がある。主に独特な政治意義と文化意義を
持つ中山公園と人民公園に集中している。 
「中国中山公園特色研究（王 冬青）」28）では，中国国内にある 27 カ所の中山公園を研究対
象にし，公園の起源，種類と分布状況を整理した。また，社会変革及び文化変化の視点から，
中山公園の文化特徴を記述した。そして，公園様式，造園要素，地域性，記念性表現の視点か
ら，中山公園の芸術特徴をまとめた。そのほか，「杭州中山公園研究（張 蓓蓓）」29），「漢口中
山公園空間結構変遷思考（達 婷）」30），「台湾地区中山公園研究(陳 毅嘉)」31）と「漳州中山
公園考（袁 文珊）」32）で，公園の全体配置，構成要素と記念性の表現手段などの視点から，
異なる地区にある中山公園の特徴を概述した。 
「新中国人民公園歴史変遷研究（王 南南）」33）では，中国の各省都，直轄市，政策方針に
属する重点建設都市にある 16 カ所の人民公園を研究対象にし，人民公園の起源，分布状況，
公園種類を整理した。また，人民公園の建設背景，造園様式，施設と文区計画を整理し，造園
思想，機能配置，造園要素から，公園の変遷特徴をまとめた。「重慶人民公園形態演変研究（王 
婧）」34）と「成都人民公園城市記憶保護与発展（邱 雨松）」35）で，人民公園の形態変化と発展
策略に対して論述した。 
 
2.1.2 中国近代建築に関する研究 
「建築を中心とする研究」 
 中国近代建築に関する全体的な研究が多く，近年では「中国近代建築史料滙編（中国近代建
築史料滙編編委会）」36）や「中国近代建築史（賴 德霖）」37），「中国近代建築研究与保護（張 複
合）」38）などの図書が出版された。記載された内容は主に社会や政治，文化，軍事背景に基い
た建築の様式と特徴，近代建築の保護，建築技術，建築理論などに集中している。 
 そのほか，各省・市における地方建築誌などの出版物が多く見られる。例としては，「北京
誌・建築誌（北京市地方誌編纂委员会）」39），「上海名建築誌（上海市地方誌事務所編）」40），
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「山東省誌・建築誌（山東省地方史誌編纂委员会）」41）で，建築様式，種類，建築工程，管理
及び施工技術などの内容を論述した。また，近代建築の基本情報と分布をまとめた。 
 
「建築の外部空間に関する研究」 
 上記の資料は主に建築自身の特徴が集中している。建築の外部空間に関する研究はまだ多く
見られていない。 
  千葉大学園芸学研究科庭園デザイン研究室に所属していた張 清海氏と馬 嘉氏は，それぞれ
民国時代における南京市の公共建築と公館の外部空間構成に関する研究を行った 10）42）。 
張 清海氏は，南京市にある公共建築に属する政府建築，大学キャンパス，中山陵に対し，
外部空間について系統的な分析を行い，構成の特徴を明らかにした。また，民国時代の歴史と
社会背景を結び付け，建築の外部空間が，東西折衷また西洋風の庭園へ発展しているとした。
芝生などの明確な西洋庭園の要素，また対称性・整然性・開放性などの特徴が見られた。外部
空間は建築の軸線を基準とし，左右相称に立体的と平面的な造園要素を配置したと論じる。 
馬 嘉氏は，南京市にある公館の外部空間の構成特徴について研究を行った。公館の外部空
間は，欧米の建築と庭園を模倣しながら，中国人従来の居住習慣と生活文化に応じて，中国の
伝統住宅で見られる平面構成と動線，空間の順序などの特徴を取り入れた。外部空間と建築の
位置関係，フライバシーへの工夫，外部空間の序列，領域性および街路風景などでは，中国の
伝統住宅の特徴が見られる。生活に必要な機能に合わせて造られた外部空間では，中国伝統の
空間観念と生活文化は，欧米様式の公館に溶け込んでいると論じる。 
 
2.1.3 青島市公園に関する研究 
「公園の現状」 
公園緑地の建設により，環境効益，社会効益と経済効益が認識され，また住環境の品質を追
求するため，青島市公園に関する研究は公園の現状と植物多様性に集中している。 
 「基于空間句法可達性評価的青島市総合性公園布局研究（任 曉双）」43）では，青島市都心
にある総合性公園を研究対象とし，公園の整合度，理解度と空間効率値に基き，spatial syntax
を利用し，空間の可達性を解析し，公園の配置に関する最適化の策略を提出した。「基于使用
状況評価（POE）的城市公園研究―以青島中山公園為例（于 彩娜）」44）では，青島市中山公園
を研究対象とし，公園の構成要素と使用状況の視点から，利用者の行為の観察とアンケート調
査により，中山公園のレクリエーション機能や利用者の活動特性，構成要素の利用状況を評価
10 
 
した。 
 「青島市公園緑地木本植物多様性研究（鄭 愛芬）」45）では，青島市の緑地現況に対し，系
統的に調査を行い，木本植物の種数，頻度と均衡度などの方面から，中山公園にある木本植物
の多様性をまとめた。そして，「青島城市公園植物景観地域性研究（張 炎良）」46）と「青島市
公園緑化樹種調査研究（孫 向麗）」47）では，青島市に対して緑化植物の種類，数量，配置ま
た植物の自然及び文化特徴を記述した。 
 
「公園史」 
  青島市公園史に関する研究はまだ多く見られていない。また，内容が主に社会，文化，経済
などの視点から，公園の概況と建設背景に留まっている。 
 「青島市誌・園林緑化誌（青島市史誌事務所）」48）で，1891 年から 1990 年までの間を研究
範囲にし，青島市にある公園，風景区，緑地に関する基本情報をまとめ，その形成及び発展の
背景を記述した。そして，植物の多様性，管理機構，法規などの内容をまとめた。「青島名勝
遊覧指南（青島市工務局）」49）と「青島導遊（趙 君豪）」50）で，公園の立地，面積と建設状況
などの基本情報をまとめた。 
 
2.1.4 青島市近代建築に関する研究 
  近年に青島市近代建築の概況などの研究が増えている。 
「楔入与涵化－徳租時期青島都市建築(陳 靂)」51）では，青島の都市発展過程に対する概
要がまとめられ，都市形成の思想や都市様式に対して論述された。主に，ドイツ占領期におけ
る青島建築の特徴，様式及び華人住宅地の形成背景，住宅地形態，建築形式に対して詳しく論
述された。土地管理政策制度の近代都市発展作用に関する研究，青島独特な建築特徴の形成原
因に関する研究，近代社会中間層，貧困層の居住環境に関する研究を建築学及び社会学の角度
から分析することで，近代の研究に新たな視点をもたらしてきた。 
 「中国近代建築総覧-青島篇(徐 飛鵬)」52）で，青島市における 1949 年までの建築に対し，
実地調査と資料整理を行うことで，22 棟の八大関別荘を含み，全 146 棟の建築物に関する歴
史名称，立地，竣工年代及び設計者などの基礎情報が収集された。 
 青島市図書館の元館長である魯 海氏による編集された「青島老別荘(魯 海)」53），「老楼物
語(魯 海)」54）は中国近現代における歴史名人及び青島の百年歴史の建築との関わりが紹介
された。 
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 「融合万方―八大関（青島市文物局）」55）で，66 棟の八大関別荘建築と 42 棟の太平角別荘
建築の基本情報が含まれた建築芸術と文化景観を撮影集によって紹介された。「青島八大関－
歴史文化街区研究（裴 根）」56）は，八大関別荘区の形成と発展を研究し，八大別荘区の建築
の分類，庭園容積率，建築様式及び公共緑地に対しても論述している。また，別荘区にある
190棟の建築の現状，基本情報と分布をまとめた。 
 
2.1.5 青島市都市計画に関する研究 
 青島市は都市計画に従って建設されてきた中国近代都市の代表であるため，都市計画に関す
る研究が多く見られる。 
「近代青島的城市計画与建設（華 納）」57）で，土地政策，建設案と建築条例に対し，系統
的に論述された。そのなか，青島建設及び地域拡張の章において，都市建設の過程や都市計画
及び施設の建設を紹介された。青島のインフラ整備の章において，ドイツ占領期における青島
市の市内交通機関，衛生保健，緑化状況や住宅建設などのインフラ整備の情報を収録している。
青島に対する論述の章の中，ドイツ占領期から中華人民共和国時期にわたる青島の位置づけを
要約している。文化適応の理論に基づき，近代における青島の都市建設及びその伝承に対して
総括している。 
また，「青島近代城市計画歴史研究（李 彩）」58）と「近代青島城市計画与城市発展関係的歴
史研究及啓示（李 東泉）」59）は，青島市の都市建設歴史を段階にわけ，それぞれ近代青島市
の建設過程，計画理念と計画手法を論述し，また各段階の都市計画の内容を分析し，その特徴
をまとめた。 
そのほか，「青島近代城市経済簡論（李 宝金）」60），「徳占時期青島的華洋分治与人口変遷（廖
礼瑩）」61）と「近代新興城市青島的形成（馬 庚存）」62）それぞれは経済や人口変動の視点か
ら，青島市の都市計画に影響を与えられた要素を解析しまとめた。 
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2.2 本研究の位置づけ 
 
  既往研究の整理より，中国近代の公園に関する研究は主に上海，天津などの租界都市，また
中山公園，人民公園を研究対象にし，公園の概況，造園様式及び植物の応用に集中している。
公的庭園及び私的庭園に関する研究は主に建築を中心としていることがわかる。研究時期にお
いて民国時代が多少含まれているが，ほぼ概説に留まり，空間構成に関する研究まだ多く見ら
れない。そして，青島市に関する研究は，都市計画，建築の概況と公園の現状に集中している。
以上のことから，いずれも中華民国時代の青島市における園林空間に触れていないことがわか
る。そこで，本研究は，公衆に開放された園林空間及び個人に属する園林空間に着目し，公園
と別荘の空間構成の特徴を明らかにし，民国時代において園林の空間特徴を補足する位置づけ
を担う。 
 
3. 研究目的と意義 
 
  研究目的に関しては，本研究は既往研究に基づき，中華民国時代の青島における公園と別荘
を研究対象とし，空間構成の特徴を明らかにすることを目的とする。また，社会背景や文化背
景を結び付け，公園と別荘の空間特徴の形成原因や影響要素を考察する。 
 研究意義に関しては，本研究の結果が，青島市または中国近代における園林の形成と発展史
の研究に対して有用な知見となるものと考える。また，近年に公園と別荘の改造が続いている
ため，別荘と公園の時代特徴がなくなる恐れがある。このような背景の下で，公園と別荘への
歴史的な記憶を研究し，特にその空間構成に関する調査研究が重要となる。本研究は近代園林
の保護再生に対して有用な知見となり，または合理的に開発していくのに積極的な役割を果た
すものと考える。 
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4. 研究対象 
 
 本研究では，既往研究で提出した庭園の分類を用いる。青島市における園林の建設を整理す
ると，民国時代において青島市の園林の建設は公園と私的庭園に集中していることがわかる。
また，私的庭園に関しては，別荘の建設等級が一番高く，各別荘には規模が大きく独立した庭
園空間が配置された。そのため，本研究は公衆に開放された園林空間及び個人に属する園林空
間に着目し，公園と別荘を研究対象とし，その空間構成に関する研究を行う。 
 
 
4.1 公園 
  民国時代における公園の空間構成に関しては，都市南側の臨海区域や元ヨーロッパ人，元日
本人が集中した都心区域を重要建設区域とし，環境整備事業を展開した。当区域は厳密に「青
島市施行都市計画案」に従って建設された 63）。市政府に重視されたため，当区域の公園には
完全な設計図と施工図があり，また充分な資金により，公園の建設の品質は保証されていた。
それ故に，これらの公園が最も代表的なもので，当時の公園の設計意図と造園手法が反映され
ていると考えられた。そのため，重要建設区域に立地した全 8 カ所の公園を研究対象とする
（図 1-3）。 
 中山公園の変遷に関しては，近代の青島市は相次いでドイツ，日本，中華民国政府により統
治され，複雑な歴史を持つ都市である。中華民国時代の公園は，ドイツまたは日本統治時期に
あった公園の理論や建設に基づいて発展したことであった。そこで，民国時期における公園構
成の特徴の形成に深く解析するよう，本研究は民国時期の代表的な中山公園を研究対象にし，
その構成特徴の変容に関する研究を行う。1925 年から中国の革命家・政治家・初代の中華民
国臨時大統領であった孫中山を記念するために，中国各地で多くの中山公園が建設された。通
常に，各地の公園の中に中山公園の建設等級が一番高く，施設もより完備で，最も代表的なも
のと扱われていた 28）。青島市の中山公園の建設も同様であり，また，青島市中山公園はドイ
ツ統治時代，日本統治時代と中華民国時代に，それぞれの改造を受けた。青島市近代化の各段
階を乗り越える唯一の公園である 64）。そのため，ここで中山公園を研究対象とする。 
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4.2 別荘 
4.2.1 研究エリア―八大関別荘区 
八大関別荘区は，「青島市暫行建築計画」により，民国時代に建設された最も大規模の別荘
区である（図 1-3）。建設当初には，「特別区域建築準則」を公布し，八大関別荘の建蔽率や緑
地量，建築の高さ，透かし彫りの塀を採用することを明確に規定した。また，「建築審美委員
会」を成立し，建築と庭園の建設を監督した。明確な計画や建設条例，監督制度があることで，
八大関別荘は，全体計画だけではなく，単体の建設と庭園の細節などの多方面において，中国
近代の私的庭園の設計及び建設の高水準を反映している。2001 年に中華人民共和国国務院の
第五陣の文化遺産保護制度のうち，別荘区全体は国家級の文化遺産に認定された。また，2009
年に中国初陣の歴史文化名街に認定された 65）。 
別荘区は香港西路，栄成路，会泉路や太平角一路で囲合する沿岸地域であり，建設の初期に
制御が厳しく，完成後に大改造行っていない。また，当時建造された 300棟余りの建築が保存
されている。区内別荘建築の保存状態が良好で，集中的に中華民国時代に建設された別荘の特
徴と風貌を適切に反映している。青島にある諸別荘の代表的な手本と認められるため，八大関
別荘区を本研究の対象エリアとする。 
 
4.2.2 研究対象 
  八大関別荘の外部空間の構成に関しては，別荘の庭園空間を着目し，その空間構成を明らか
にする。その 2011 年「青島八大関近代建築文物保護計画」のうち，八大関別荘区にある別荘
建築は代表建築，一級建築，二級建築，普通建築に分けられ，代表建築は，他の建築よりよく
保存されている。本研究は別荘の時代特徴を明らかにするため，代表対象となった 35 カ所を
研究対象として定める。また，当時ホテルと教会として使われた 2 カ所を除き，33 カ所の住
宅地を研究対象とする。 
 八大関別荘と周辺環境の関係では，別荘区は，都市の中心部から離れ，地形の起伏が多い海
沿いの丘陵地帯に位置している。周辺の景色を楽しむため，開放的な配置を通して山海の景色
を生かす別荘区特有の庭園空間が作られている。前章で別荘の外部空間に着目し，庭園の中心
である空間の特徴を解明した。本章では，その研究の範囲を広げ，別荘と周辺の山，海との位
置関係や視線関係を着目し，別荘と周辺環境の関係を明らかにする。別荘区の建築が全面的に
記載されている『青島八大関-歴史文化街の研究』を参考にする。現在 190 棟の主体建築のう
ち，民国時代に建設され,立地特性と周辺環境の関係が確認できる 115 棟を研究対象とする。 
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図 1-3 研究対象の位置図（「青島地図通鑑」66）に 1935年の青島市街図により作成） 
 
5. 研究方法 
 
5.1 文献調査 
中国と日本の図書館や文書館にて，青島市公園と別荘に関する出版物や古写真，古葉書など
の資料を入手した。その中，青島市公園と別荘の概況がそれぞれ全面的に記載される「青岛市
市誌・園林绿化誌」と「青島八大関-歴史文化街の研究」を基本資料とした。さらに，論文検
索エンジンを利用し，本研究と関連がある「青島」や「民国時代」，「公園」，「別荘」，「空間構
成」などのキーワードで検索し，既往研究論文を整理した。また，インターネットで本研究と
関わりがある記述を収集した。 
歴史文献資料の調査により，公園と別荘区の形成及び発展背景に対する理解を一層深めた。
また，公園と別荘の都市建設における位置づけを確定し，公園と別荘の建設当初の法律規制、
立地の選定などの情報をまとめた。 
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5.2 現地調査 
  2015 年から 2018 年までの間に合計 5 回をわたり，青島市檔案館や青島市城市建設檔案館
を訪わね，一次資料である公園と別荘の設計図，配置図と地形図などの資料の収集を行った。
また，公園と別荘の建設と改修などの状況について，担当者にヒアリングした。さらに，現存
する公園と別荘への実地踏査を行い，現状写真を記録した。 
 
5.3 基礎資料の作成 
 文献調査と現地調査で収集した資料を整理し，研究対象を確定し，建設年代や住所，面積な
どの基礎情報を整理し，一覧表を作成する。 
 公園と別荘の位置，分布と周辺土地利用性質等の図面に関しては，青島市檔案館より編制し
た「青島地図通鑑」に掲載されている「青島市市街図（1928、1935、1947、1949）」及び「青
島市城市計画図（1898、1910、1935、1941、1957、1995）」に基づいて作成する。 
 公園の平面図に関しては，青島市城市建設檔案館で館蔵されている公園の地形図と平面図に
基づき，また，青島市檔案館より編制した「青岛市市誌・園林绿化誌」や青島市農林事務所に
より編制した「青島農林」を参考にし，そして，古写真，古葉書を対照させながら作成した。 
 別荘の平面図に関しては，青島市城市建設檔案館で館蔵されている別荘の配置図に基づき，
「青島八大関―歴史文化街区研究」を参考にし，古写真，古葉書を対照させながら作成する。
また，Google Earth と Google Sketch Up を用いて地形情報を抜き出し，地形図を作成する。 
 
5.4 分析方法 
5.4.1 GIS 分析 
 本研究に属する多くの公園は，地形の起伏が多い山麓または海沿いの丘陵地帯に立地してい
る。地形は公園の基本骨架となっているため，構成要素の配置に決定的な役割を果たす。本研
究で公園地形図をもとに，GIS分析を行う。ArcMAP10.2 を用い，「傾斜度分析(Slope)」のコマ
ンドを用いる。 
5.4.2 階層クラスター分析 
 本研究は別荘に関する研究対象が多く，客観的に別荘の外部空間の構成特徴及び別荘と周辺
環境の関係を把握するため，各構成要素の分類結果に基づき，階層クラスター分析を行う。本
研究で SPSS 17.0（Statistical Product and Service Solutions）を用い，「Ward 法」と「平
方ユークリッド距離」のコマンドを用いる。 
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6. 論文の構成 
 
 本研究で，民国時代における青島市の公園と別荘の空間構成の特徴及について明らかにする
にあたり，研究の構成は以下のようになる（図 1-4）。 
 第一章では，序論として研究背景や既往研究，研究目的と意義を議論する。また，研究方法
と論文の構成について述べている。 
 第二章では，青島市にある公園全体の計画・配置に着目し，各時期に公園の分布と機能につ
いて検討し，公園の変遷について分析を行う。また，社会背景，文化背景などを結び付け，そ
の変遷要因を明らかにする。 
 第三章では，民国時代に都市建設の重点区域に立地する公園を着目し，公園の基本要素であ
る園路と施設について検討し，また，地形上の構成要素の分布状況について分析を行う。公園
の空間構成の特徴を明らかにする。 
  第四章では，青島市近代の各段階を乗り越えた中山公園に着目する。公園の境界，水系，施
設と園路について検討する上，地形上の構成要素の分布状況に応じて敷地の利用を分析する。
また，各段階における空間構成の特徴をまとめ，社会背景や文化背景を結び付け，公園空間構
成の変遷原因を明らかにする。 
  第五章では，青島市にある民国時代の八大関別荘の外部空間に着目する。外部空間の構成の
骨格となる敷地範囲の限界の形式，建築入口，緑地，動線の 4 部分に分けて分析し，外部空間
の構成特徴を明らかにする。 
 第六章では，民国時代の八大関別荘と周辺環境の関係に着目する。別荘の標高，斜面の向き，
建築の向き及び可視領域から，別荘の立地特性を明らかにする。また，周辺環境との関係を，
海岸線，敷地内の地形，海湾及び山との位置関係から明らかにする。 
 第七章では，以上の各章から得られた結論をまとめた上，本研究の結論及び今後の研究課題
について述べている。 
 
 
 
 
18 
 
 
図 1-4 論文の構成図 
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補注 
＊1 「租借地」とは，ある国が条約で一定期間，他国に貸し与えた土地のこと。一般的な租借
地は一つの都市であるとともに，租借期間が制限されており，租借期間中は，中国には潜
在的な主権が存在する。「租界」とは，清国と中華民国内の外国人居留地である。通常は
都市などのより狭い一部区域に設定されるもので，行政自治権や治外法権をもつ。 
＊2 洋務運動（ようむうんどう）は，中国の清朝末期（1860 年代前半～1890年代前半），西
洋近代文明の科学技術を導入して清朝の国力増強を目指した運動。清朝の高級官僚であっ
た曽国藩・李鴻章・左宗棠・劉銘伝・張之洞らが推進者。 
＊3 戊戌の変法（ぼじゅつのへんぽう）とは，中国において 1898年の 4月 23日から 8 月 6
日にかけて，光緒帝の全面的な支持の下，若い士大夫層である康有為・梁啓超・譚嗣同ら
の変法派によって行われた政治改革運動。 
＊4 辛亥革命（しんがいかくめい）とは，1911 年から 1912年にかけて，中国で発生した共
和革命である。この結果，アジアにおいて史上初の共和制国家である中華民国が誕生した。 
＊5 閉関鎖国とは，出入国を禁止し，貿易を管理・統制・制限した対外政策である。 
＊6 門戸開放政策（もんこかいほう）とは，特定の地域において，全ての国の全ての国民に
対し，等しい商業及び工業活動の機会が与えられるべきであるという主張である。 
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第二章 青島市公園の建設および変遷 
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1. 公園建設における時期区分 
 
前章で述べたように，青島市における都市建設の契機は，ドイツが膠州湾を租借したことで
あった。その後，青島市は日本統治時代，中華民国時代と中華人民共和国時代に，それぞれの
建設と発展を受け，複雑な歴史を持つ都市である。 
本章では，公園全体の配置・計画の視点から，各時代において青島市公園の形成及び発展を
研究し，公園の位置づけることを明らかにする。「青島市誌・沿革区劃誌」1）と「青島城市の
形成」2）より，青島市の歴史を 6段階に分けられた。それぞれは：（1）ドイツ統治時代（1898
―1914），（2）日本第一次統治時代（1914―1922），（3）中華民国第一次統治時代（1922―1938），
（4）日本第二次統治時代（1938―1945），（5）中華民国第二次統治時代（1945―1949），中華
人民共和国時代（1949―）である。 
本章は公園の建設を着目し，上記の各時期を整理することで，日本第二次統治時代と中華民
国第二次統治時代それぞれは中日戦争と中国内戦のため，公園全体的に大きく破壊された。第
4，5 段階をまとめて統一的に時期を捉える。そして，中華人民共和国成立（1949）以降，文
化大革命（1966-1976）までの間に，公園の建設が比較的緩慢であり，その後，改革開放（1978）
に従って，公園の建設と整備が大きく進んだことで，本章では 1976 年を分岐点と捉えるとと
もに，2000 年に公園全体が再整備された時点を終点に，中華人民共和国時代の公園建設に対
して段階付き解析を行うこととする。以上より，本章は公園の建設段階を歴史的に整理すると
6 つに分けられた。それぞれは，ドイツ統治時代（1898―1914）；日本第一次統治時代（1914
―1922）；中華民国第一次統治時代（1922―1938）；日本第二次と中華民国第二次統治時代（1938
―1949）；中華人民共和国建国から文化大革命まで（1949―1976）；改革開放から公園全体が再
整備されるまで（1976―2000）である。 
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2. 各段階における青島市の都市計画及び公園建設 
 
 各段階における青島市の公園は，都市計画により建設されたものとなった。支配者が変わる
により，公園の形成と変容が社会背景や文化などの変化に応じて，時代的相違が現れている。
また，利用者における生活文化の変化に対して，公園施設が相応な変容を遂げてきた。ここで
は，各段階における青島市で建設された全ての公園の調査を行い，公園の分布・機能から，そ
の変遷特徴を明らかにする。 
公園の機能に関しては，「公園工作手冊」3）の施設分類を参考とし,また，各時期における施
設の利用方式に関する記述を基づき 4）5）6），研究対象内の施設を整理すると，施設は修景，休
養，管理，運動，便益，教養と遊戯の 7種類に分類される。 
 
2.1 ドイツ統治時代（1898－1914） 
2.1.1 都市計画・公園計画 
 ドイツ占領当時，青島では土地が荒み，樹木がまったくなく，生態状態は極めて劣悪であ
った。1898年，総督府は青島市史上最初の都市計画―「青島都市計画案」を発布し，その後，
1899年「都市計画修正案」を公布され，計画面積が 20km²であり，青島市が「ドイツの軍事的
根拠地と商業的根拠地」と位置付けられた。市内交通，街区の機能，衛生，緑化，住宅などを
言及した 7）。青島湾と総督府山の間に比較的平坦な地域を欧人区とし，機能分区の概念を導入
し，商業区，住宅区，行政区，工業区，港口区に分けられた。欧人区の北側を中国人区とした。 
公園緑地に関しては，水源の保護や土砂流失の抑制，風景の美化などの目的から，公園を含
む水土保全林，海岸防風林を建設する道が開かれた 8）。公園，緑地，森林などはまとめて扱わ
れ，公園に対する明確な定義がなかったことがわかる。 
 1910 年，人口の増長により急増した都市用地の需要に応じ，ドイツ総督府にとり「青島市
区拡張計画」を制定された。青島市の位置付けを「繁栄な商業センターと避暑地」に変化した。
市区は，西と北側へ拡張し，また新たな商業区の建設を策定し，計画面積が 80km²であり，前
期の 4倍となった 9）。戦争のため，計画の一部しか実施されなかったが，その後の日本統治時
代の計画に大きな影響を与えている。 
 
2.1.2 公園建設の概況 9）10） 
1988年の「青島都市計画案」に 1つの公園が含まれた。教会公園（NO.1, 図 2-1）であり， 
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表 2-1 ドイツ統治時代において公園の一覧表 
 
 
図 2-1 教会公園             図 2-2 森林公園 
 
図 2-3 アルベルト街心公園 
 
スマルク街にあったキリスト教会の周囲に立地し，面積が約 1.3ha，園内に植栽と園路のみ設
置された。 
1989 年の「都市計画修正案」に 3 つの公園が増設された。（1）都市公園（NO.2）はフリー
ドリヒ商店街に位置し，面積が約 0.6haであり，園内は植栽と園路のみ見られた。（2）森林公
園（NO.3, 図 2-2）は都市の東郊外にあるイルチス山の南麓に立地し，最初が植物試験場，苗
圃場として建設され，樹種の試験を行う場所であり，生産温室，林務局と寮などが設置された。
1908年に公園となり開放され，面積が約 80ha ある。（3）総督府官邸公園（NO.4）は，総督府
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図 2-4 ドイツ統治時代に公園の分布図（「青島地図通鑑」16）に 1910年の青島市都市計画図により作成） 
 
山の南麓に立地した総督府官邸の構築に伴って設けられた。最初が苗圃場とし，その後，北側
の一部が総督府官邸庭園になる一方，南側が公園となり開放され，面積が約 10 ha ある。 
1910年の「青島市区拡張計計画」に 1つの公園が増設され，アルブレット街心公園（NO.5, 
図 2-3）であった。アルブレット街にあった谷地内に立地し，面積が約 3haあり，植栽と園路
のみ設置された。 
 
2.1.3 公園の分布と機能 
当時期に 5カ所の公園を計画され（表 2-1，図 2-4），面積が 96.9haに至った。全ての公園
は市区南側の欧人区に分布され，海岸線に沿って線形配置特徴が見られる。中国人区には公園
が設置されなく，不公平な分布特徴がわかる。公園周辺の土地利用を結び付け，商業用地
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（NO.1,5）と住宅用地（NO.4,5）の付近で分布された公園が多く，同じく 2カ所ある。その他，
東郊外（NO.3）に 1カ所あった。これは，青島市が「商業センターと避暑地」という位置付け
により，配置されたと考えられる。 
機能に関しては，一方，水土保全林や海岸防風林計画における苗木不足などを解決するため，
公園の建設（NO.3,4）が展開された。園内の多くが苗圃場として使われため，生産温室などの
管理施設が設置された。そのほか（NO.1,2,5），園内に植栽以外，施設が見られなかった。風
景を美化するため配置されたと考えられる。以上より，ドイツ統治時代において公園が当時の
青島に緑化不足の状況を改良するため，営造されたものがわかる。園内に施設が単一で，機能
も単一であった。植栽により遊覧機能を持つ一方，管理施設により苗木育成の機能が有する。 
 
2.2 日本第一次統治時代（1914―1922） 
 
2.2.1 都市計画・公園計画 
 1914年 11 月日本はドイツから青島市の受け渡しを完了し，青島は日本人の優先移民地とな
った。「青島旅行指南」から，1920年青島にいる日本人が 67,597人に至り（1913 年：316 人），
Ⅰ期の青島にいる欧人（1913 年：4470人）の約 15倍になった 8）。人口の急速増長により，日
本政府はドイツが 1910 年に制定した「青島市区拡張計画」に基づき，青島市の都市位置付け
を「商業と工業センター」に変更した。前期の施設をそのまま使用としたほか，下記の改造を
行った。（1）北と東へ大鮑島商業区を拡大し，西鎮住宅区も拡張した。（2）大鮑島と大港の間
に新たな市区―日本人区（住宅地が主体）を増設した。（3）大港の南側および大港と東鎮の間
に工業区を企画とした 9）。 
戦争を静めてから，休暇のための休養地が必要であることが浮かび上がった。公園は市街地
の美化，市民に遊覧，休憩，娯楽，運動などの機能を提供する場所と定義され，建設工事が展
開されている 10）。 
 
2.2.2 公園建設の概況 11）12） 
  当段階はⅠ期の 3カ所の公園を踏襲し改造された（表 2-2）。（1）都市公園が深山公園（NO.1）
を改称され，植栽の補植作業を行う上，児童遊戯施設を増設された。（2）森林公園の拡張工事
を行い，面積が約 123ha に至り，旭公園（NO.2）を改称された。また園路を改修し，動物舎や
亭，忠魂碑，スケート場を増設された。（3）アルブレット街心公園が大村公園（NO.3）を改称 
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表 2-2 日本第一次統治時代において公園の一覧表 
 
若鶴公園                 千葉公園 
 
新町公園 
図 2-5 日本第一次統治時代において公園の写真 
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図 2-6 日本第一次統治時代に公園の分布図（「青島地図通鑑」16）に 1922年の青島市都市計画図により作成） 
 
され，植栽を植えた上，児童遊戯施設を増設された。 
同時に，3つの公園を新設された（表 2-2）。（1）千葉公園（NO.4,図 2-5）は駅前に位置し，
1914 年に建設され，面積が約 0.9ha あった。園内に植栽，児童遊戯施設を設置された一方，
戦役が参加した千葉連隊を記念するため，記念碑を設けられた。若鶴公園（NO.5,図 2-5）は
若鶴山の北東麓に位置し，1915 年建設され，面積が約 0.6ha あった。植栽を植えた上，亭や
動物舎などの施設を設置された。（3）新町公園（NO.6,図 2-5）は 1915 年上海町住宅地に建設
され，面積が約 4.4ha あった。園内に築山や池を作ったり，亭やベンチ，児童遊戯施設が園内
に点在している。 
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2.2.3 公園の分布と機能 
当時期の公園総数が 6 カ所まで増加し（表 2-2,図 2-6），総面積が 133.4ha に至り，前期の
1.4倍となった。市区の拡張とともに，公園の分布が市区の北側へと変遷し，全体が分散配置
特徴がみられる。公園の数と規模が一定的に増加したが，中国人区に公園がないことは変わら
なく，前期と同じく不公平な分布特徴が見られる。周辺土地利用を結び付け，新設された公園
は商業用地，工業用地と住宅用地付近に分布され，これは，青島市の都市位置付けが「商業と
工業センター」に変更したことに関連があると考えられる。また，上記の用途地域に数が同じ
く 1カ所であった。用途地域の均衡性のバランスをとりながら設置されたことと考えられる。 
 公園の機能に関しては，施設が 6 種類（休養，教養，遊戯，管理，運動，修景）になり，全
ての公園はベンチなどの休養施設を設置された。また，多くの公園（NO.1, 3,5,6）は滑り台
やシーソーなどの遊戯施設を配置され，総数の 66.7%を占めている。そのほか，記念碑や動物 
舎などの教養施設（NO.2,4,6）が 50%を占め，管理施設（NO.2），運動施設（NO.2）と修景施
設（NO.6）が少なく同 17％を占めている。以上より，日本第一次統治時代において公園は遊
覧，休憩と遊戯機能を主体とし，個別公園には園務管理と運動機能も備えている。また，各公
園にある施設が 2種類に集中し，公園はより多機能併存の形に変化した。これは，日本の公園
理論が導入することで，公園の定義が明確され，利用者の要求を考えることから形成されたと
考えられる。 
 
2.3 中華民国第一次統治時代（1922―1938） 
 
2.3.1 都市計画・公園計画 
 1922 年青島市が日本から中国に返還し，1929 年民国政府は青島特別市を成立させ，青島市
政局が暫く安定した時代になった。1935 年青島市工務局は「青島市施行都市計画案初稿」を
発布し，計画面積が 90 km²であった。青島市の位置づけを「中国五大経済区の一つ，工商，
居住，療養，観光機能を備える都市」へ変化した 13）。計画は用途地域を行政区，商業区，工
業区，居住区，港区，園林区の 6つに分けた。市区は北側が滄口，李村あたりまで，東側は辛
家莊，麦島あたりまで拡張とした（住宅区を重点とし，計画用地の 43%を占めている）。なお，
一連の計画原則を制定した。（1）実用と美化を備える。工業区と港区に実用原則を取り，商業
区に実用原則を主体に，美化原則を補作に取った。住宅区に美化原則を主体に，実用原則を補
佐に取った。（2）新旧城区を有効に連接し，旧城区の改造をなるべく避ける。（3）後続拡張計
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画に一定的なスペースを余る。（4）古跡と名勝を保護する 14）。 
公園緑地では，5,000ha が計画され，8種類に分けられた。（1）森林：標高が 50―60ｍを超
え，林地のある地域を森林保有区として扱った。（2）公園：現有の公園を保留した上，5カ所
の大規模な公園，また 50ha 区域ごときに小規模公園 1 カ所を設置すると計画した。（3）運動
場：市内 100haごときの区域で小規模体育場 1カ所を設置するとした。（4）競馬場：西洋から
伝われてきた競馬文化は青島市住民に深い影響をもたらしたゆえ，浮山所で新たな競馬場を建
設とした。（5）ゴルフ場：浮山所競馬場内，四方北大公園内および滄口体育場と滄口公園の間
にあった空き地でゴルフ場を設置とした。（6）水面：全ての海岸砂地を市民向けの休憩場所に
した。（7）広場：広場を交通場，駐車場，休養場と造景場四種類に分類し，建設を展開した。
（8）共同墓地森林：街道妨害，水源汚染，土地濫用を避けるながら，共同墓地を開発した 15）。 
日中戦争のため，計画が全面的に実施されなかったが。その後の青島市公園緑地の計画に大
きな影響を与えている。 
 
2.3.2 公園建設の概況 16）17）18） 
  当段階は日本第一次統治時代の 2 カ所の公園を踏襲し改造された（表 2-3）。（1）旭公園が
中山公園（NO.1）を改称され，公園の境界を再整備されたことから，面積が 81.8ha まで縮小
した。また，園路を改修され，西洋式庭園や亭，噴水，動物舎，レストランなどの施設を設置
された。（2）新町公園が第三公園（NO.2）を改称され，園路を改修された上，亭やベンチ，運
動場を増設された。 
同時に 10 カ所の公園を新設された（表 2-3）。（1）桟橋公園（NO.3，図 2-8）は太平路商店
街に位置し，南側が匯泉湾に接し，面積が 0.4haあり，1924 年に建設し，1934年に改造され
た。園内に施設が少なく，花廊や駐車場，便所，ベンチで構成された。（2）四方公園（NO.4，
図 2-8）は西側が四方駅に接し，南側が四方機廠に隣接した。1920 年代に建設され，面積が
0.5ha あった。園内に築山や池を作り，また亭，石の机，児童遊戯施設が点在していた。（3）
海浜公園（NO.5，図 2-8）は北側が莱陽路住宅地に接し，南側が匯泉湾に隣接した。1929 年に
建設され，面積が 4haあり，正門が中国伝統的な牌楼であり，園内に亭，ベンチが点在し，ま
た水族館を設けられ。（4）観象山公園（NO.6）は市中心部の住宅地内にあった観象山の山頂に
位置し，1933 年に既存の気象観測場を活用し，花廊や運動場，石の机を設置され，公園とし
て開放され，面積が 6.3ha あった。（5）小青島公園（NO.7，図 2-8）は青島湾内に位置し，1934
年に建設され，面積が約 2.5 haあり，園内に植栽が豊富で，ベンチや亭が点在され，また遊 
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表 2-3 中華民国第一次統治時代において公園の一覧表 
 
 
 
図 2-7 中華民国第一次統治時代に公園の分布図 
（「青島地図通鑑」16）に 1935年の大青島発展計画図により作成） 
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覧船を設置された。（6）山海関路公園（NO.8）は北側が八大関別荘区に隣接し、南側が第二海
水浴場と太平湾に接し，1934 年に建設され，面積が約 6.2 haあり，別荘区の付属施設として
林地を活かし，園路を構築され，亭や閣，便所を設置されたことから，形成された。（7）太平
角公園（NO.8）は東，西と南側が太平湾に接し、西北側が太平角の別荘区に相隣した。1934
年に林地を活かし建てられた公園であり，面積が約 9ha あった。園内に施設が少なく，園門や
石の机，亭，競馬道で構成された。（8）東鎮公園（NO.10）は都市の北東部にあった中国貧民
区に位置し，1934 年に建設され，面積が 3ha あった。園内に築山，池を作り，また花壇，ベ
ンチと亭が点在していた。（9）児童公園（NO.11）は位置と面積が不明であり，園内主に花壇，
児童遊戯施設と椅子で構成された。（10）西鎮公園（NO.12）は都市の南西部にあった中国貧民
区に位置し，1936年に建設され，面積が約 2haあった。園内に築山，池，児童遊戯場を作り，
花壇や椅子，亭が点在していた。 
 
2.3.3 公園の分布と機能 
当段階の公園総数が 12 カ所まで増加し，前期の 2 倍となったが，面積が 120.1ha，前期の
90%まで減少した。半数の公園（NO.3,5,7-9,12）は市区南側の海岸線に沿って分布とされ，線
形配置特徴が見られる（図 2-7）。また，半数の公園（NO.1,2,4，6,10,11）は中部と北部地域
に分布され，分散配置特徴が見られる。全体から見ると，多くの公園が海岸（NO.3,5,7-9,12），
山麓（NO.1,6），谷戸(NO.2)などの自然景観が豊富な場所に立地し，風景が絶好の場所に立地
する傾向がわかる。多くの公園は外国人と中国の富豪が混在する区域に分布しているが，中国
人貧民住宅地（元中国人区）にも公園の建設（NO.10,12）が現れ，地域の公平性のバランスを
とりながら指定されことがわかる。周辺土地利用を結び付け，新設公園には桟橋公園と四方公
園を除くと，全ての公園は住宅用地付近にに分布している。これは，当段階において住宅区を
重点として建設された一方，計画原則における「住宅区が美化原則を主体に，実用原則を補佐
に取った」という原則による影響を受けたと考えられる。 
 当時期において施設が 7 種類（休養，教養，遊戯，管理，運動，修景,便益）になった。す
べての公園にベンチ，亭などの休養施設及び園門，柵などの管理施設を配置された。また，花
壇などの修景施設（NO.1-8,10-12）を配置した公園も多数あり，総数の 92%を占めた。他には，
滑り台などの遊戯施設（NO.2,7,8,10-12），便所などの便利施設（NO.1-3,7,8），動物舎などの
教養施設（NO.1,2,4-6）と運動場などの運動施設（NO.1,2,6,9）を配置した公園は，それぞれ
50%，42%，42%と 33%あった。以上より，当時期の公園は休憩，園務管理，遊覧，文化教育，
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遊戯機能が主体にし，個別公園に便利，運動機能を有した。また，各公園に施設が 4-7の種類
あり，公園の機能はより改善された。当時の西洋文化の大規模な導入により，西洋娯楽施設が
普及されたため，公園の機能をさらに豊富にしたと考えられる。 
 
 
小青島公園                桟橋公園 
 
海浜公園                  四方公園 
図 2-8中華民国第一次統治時代において公園の写真 
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2.4 日本第二次と中華民国第二次統治時代（1938―1949） 
 
2.4.1 都市計画 
 日本第二次統治時期の 1941 年に「青島特別市地方計画，母市計画設定綱要」を公開され，
青島市の位置付けを「華北水路交通の拠点、軍事基地と華北経済開発基地、重要工業区と観光
都市」に調整とし。計画の重心が交通と工業建設に集中した。日中戦争のため，実現できなか
った。民国政府第二次統治時期に，中国内戦による空前な危機に流され，都市計画を立てるこ
とがなく，都市建設は停滞していた 13）。 
 
2.4.2 公園破壊 
 当段階において公園は大きな破壊を受けた。一方，棧橋公園（図 2-9）や小青島公園，西鎮
公園などは戦争防衛工事施設として扱われた。一方，戦争で対外交通が中断による市区燃料不
足であり，観象山公園や太平角公園などは樹木が全て伐採され，公園がすっかり荒れ果てた。
当段階において住宅区の付近に立地した中山公園と海浜公園のみ残っている（表 2-4，図 2-10）。
施設が 6 種類（修景，休養，管理，便益，教養，運動）であった。上記の 2カ所は前期の施設
ほぼ保留したが，中山公園の忠魂碑が解体され，海浜公園の水族館が一度閉館し，再開された
けが，海洋生物は大幅に減少された。 
 
図 2-9 占用された桟橋公園（青島城市档案館が所蔵） 
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表 2-4 日本第二次と中華民国第二次統治時代において公園の一覧表 
 
図 2-10 日本第二次と中華民国第二次統治時代において公園の分布図 
（「青島地図通鑑」16）に 1935年の大青島発展計画図により作成） 
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2.5 中華人民共和国建国から文化大革命まで（1949―1976） 
 
2.5.1 都市計画・公園計画 
 当段階において「青島市発展遠景輪郭的推計(1956)」，「青島市初歩計画(1957)」と「青島
市都市総体計画(1960)」を制定され，青島市の位置付けは「国防，工業，港，療養などの機能
を持つ総合的都市」に調整され，建設思想は「生産にサポート，人民にサポート」と決められ
た。戦後の回復段階であり，住宅と工業の建設が中心になった。4つの工業区（楼山後，大村
荘，女姑口，城陽）と 4つの住宅地（水清溝，都心，滄口，楼山）が相次いで計画され，また，
1 つの倉庫区（大港と小港あたり）と 1つの療養区（八大関と湛山あたり）計画された 13）。 
 公園緑地では，1956 年に発布した「青島市発展遠景輪郭的推計」により，緑地面積の定額
は，新た計画区域に緑地面積が 10㎡/人，旧城区の方が 5.3㎡/人となった。1957 年に「青島
市初歩計画」が発布され，公共緑地面積定額を 10 ㎡/人と決めた。また，中山公園を中心に，
西方向に莱陽路と太平路の街路樹で都心区緑化区と海浜緑地に繋がる。東方向に療養区緑地に
繋がり，北方向に海泊河公園，四方山，李村河の林地に繋がるという緑地システムが構成する
ことを計画した。また，1960 年に発布した「青島市都市総体計画」により，緑地面積定額が
10.6㎡/人に変更され，住宅区と工業区の緑化建設を強化することが決められた 19）。 
 
2.5.2 公園建設の概況 20）21） 
 当段階は前期にあった 2 カ所の公園を踏襲し改造された（表 2-5）。（1）中山公園（NO.1，
図 2-11）に動物舎を修復した上，花壇や日月池などの水系を新設された。（2）海浜公園が魯
迅公園（NO.2）を改称され，園路を増設され，亭を修復した上，海豹舎が建設された。また，
中華民国第一次統治時代の 1 カ所の公園を回復された。（1）桟橋公園（NO.3）に花壇を設置さ
れ，広場が建設された。 
 同時に，4 カ所の公園が新設された（表 2-5）。（1）貯水山公園（NO.4，図 2-11）は市北区
に立地し，面積が 18.2ha であり，1956 年既存の林地を活かし，園路を構築され，花廊，ベン
チ，池などの施設を設置された。（2）滄口公園（NO.5，図 2-11）は滄口区の北東側に立地し，
面積が 8.8ha，1957年建設された。園内に花壇，亭，温室，記念碑，動物舎などの施設が設置
されている。（3）海泊河公園（NO.6，図 2-11）は四方区と台東区の接する場所に立地し，面
積が 16.6ha であり，1957 年既存の林地を活かし、建設された。園内主に温室，花廊，ベンチ，
動物舎，スケート場，寮が設置されている。（4）水清溝公園（NO.7）は四方区の四流南路に位 
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表 2-5 中華人民共和国建国から文化大革命までにおいて公園の一覧表 
 
        
中山公園の噴水             滄口公園の記念碑 
  
貯水山公園の花廊            海泊河公園の動物舎 
図 2-11 中華人民共和国建国から文化大革命までにおいて公園の写真 
 
置し，1962 年既存の林地を活かし，ベンチや花壇，花廊，彫刻などの施設を設置され，公園
として建設された。 
 
2.5.3 公園の分布と機能 
 当段階において公園総数が 7 カ所あり（表 2-5，図 2-12），総面積が 123.6ha に至り，ほぼ
中華民国第一次統治時代の規模に回復した。都市建設が市区の北側へ推進にしたがって，公園
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の建設は南北方向に向いて展開され，線形配置特徴が見られる。新設された公園は全て海岸か
ら離れ，内陸に分布されている。地域の均衡性などのバランスをとりながら指定されたことが
わかる。周辺土地利用を結び付け，全ての公園は住宅用地付近に分布された。なかには，工業
用地（NO.5-7）付近に 3カ所，商業用地（NO.3,4）付近に 2カ所があった。新設された公園が
ほぼ住宅用地と工業用地を結合し，配置されている。これは，当段階が回復期であり，市政府
により有限な財力を住宅と工業の建設が中心とし，配置されたものと考えられる。 
 当段階において施設が 7種類に回復した。全ての公園に花壇や花廊などの修景施設，ベンチ
や亭などの休養施設，園門や柵などの管理施設，トイレなどの便利施設を配置された。また，
記念碑や動物舎などの教養施設（NO.1,2,4-7）を配置した公園が多数あり，71%を占めている。
そのほか，遊戯施設（NO.1）と運動施設（NO.4）を配置した公園が 14%と最も少ない。全体か
ら見ると，当段階の公園は遊覧，休憩，園務管理，便益，文化教育機能が主体にし，個別公園
が遊戯と運動機能を備えている。また，各公園の施設が 5種類に集中している。多機能が有す
る空間に回復した。 
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図 2-12 中華人民共和国建国から文化大革命まにおいて公園の分布図と写真 
（「青島地図通鑑」16）に 1957年の青島市分区図により作成） 
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2.6 改革開放から公園全体が再整備されるまで（1978-2000） 
 
2.6.1 都市計画・公園計画 
 改革開放に従って，青島市の都市建設が高度発展段階に入った。1978 年「青島市城市総体
計画」を制定され，青島市は「紡績工業，対外貿易港，海洋科学研究拠点と観光名勝地」と位
置付けられた。李村河と海泊河という自然分界線を利用し，市区を南部，中部，北部の 3 つの
区域に区分したほか，東部と西部の 2つの区域を増設した。 
1995 年「青島市城市総体計画」を公布され，計画面積が 1316 km²であった。主城区と補城
区が結合する計画となり，また用途地区，道路系統，社会基盤についてさらに具体的に計画・
規定した。青島市の都市位置付けを「中国東部沿海重要な経済センターと港センター，国家歴
史文化名市，観光勝地」に定義し，公共建築と工業建築の建設が主体とした拡大していた。 
公園緑地については，点，線と面の配置方式が採用とされ，数多くの観光地，海水浴場，公
園，広場，緑地と緑道が計画された。青島市を海浜・山地緑化を中心にした園林化都市として
扱った。主要な政策は下記の通りとなった。（1）占用と破壊をされた緑地と観光地を修繕し，
10 カ所の山林区域を公園に改造した。（2）海浜緑化を増加し，海岸観光地を作り，また，中
山公園，北岭山公園と楼山公園を中心に，周辺にあった緑地に合わせて三つの区域を形成し，
異なる特徴がある公園緑地システムを作り出した。（3）道路や河岸に緑地と防護林を設置し，
工業区と住宅区の間に分離帯を設置した。（4）機関や工場，学校，病院などの公共施設と居住
区の緑化建設を強化した。（5）苗圃を増設し，緑化苗木の需要を満たす。 
 
2.6.2 公園建設の概況 22）23） 
  当段階は前期の 9 カ所の公園を踏襲し改造された（表 2-6）。（1）中山公園（NO.1）に園路
を改修され，また児童遊戯施設や温室，亭，レストランなどの施設を増設され，総合性公園と
して建造された。（2）魯迅公園（NO.2）は園路や園門を改修され，彫刻や花壇などを増設され
た。（3）桟橋公園（NO.3）は階段を改修され，眺望台を設置された。（4）小青島公園（NO.4）
園路の改修と植栽の補植作業を行われた上，亭やベンチ，彫刻を増設された。（5）観象山公園
（NO.5）を眺望区，児童遊戯区，花卉鑑賞区，文化休息区と運動活動区を分けられ，各分区に
機能によって眺望場や児童遊戯施設，温室，天文気象展示室などの施設を設置された。（6）貯
水山公園（NO.6，図 2-13）は分区計画を行われ，児童遊芸区，文化娯楽区，眺望区と休息区
を分けられた。児童遊戯施設や亭，彫刻，花廊を増設された。（7）滄口公園（NO.7）は動物種 
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表 2-6 改革開放から公園全体再整備時点までにおいて公園の一覧表 
 
 
の増加や植栽の補植作業を行われ，また池を作り，児童遊戯施設を新設された。（8）海泊河公
園（NO.8）には管理棟，食堂などの付属建築を建設され，またスケート場や花廊，児童遊戯施
設を増設された。（9）水清溝公園（NO.9）には園路と園門の改修や植栽の補植作業を行われ，
また花廊，児童遊戯施設を増設された。 
  また，当段階において 12 カ所の公園を新設された（表 2-6）。（1）李村公園（NO.10）は李
村鎮にあった夏荘路の西側に立地し，面積が約 15.3ha、1982 年に青島市政府により建設され
た。園内に児童楽園，池を作ったり，亭，噴水，彫刻，便所，温室などの施設を設置された。
（2）小魚山公園（NO.11，図 2-16）の南側が匯泉湾に接し，北東側が八関山住宅地に隣接す
る。1983 年に既存の林地を活用し，亭や閣，廊，花壇，便所，彫刻を新設され，公園として
建造された。（3）信号山公園（NO.12）は市南区の中部に位置し，1984 年に建設され，面積が
約 5.9ha ある。園内が花廊や亭，眺望台，便所，石の机などの施設が点在していた。（4）観海
山公園（NO.13）は市南区の南部に位置し，1985年に既存の林地を活用し建設され，面積が約
0.5ha ある。海はテーマとし，「海の世界」の景壁，水母，貝の形である亭をを設置された。
また園内に石の机，便所，管理棟が点在していた。（5）青島山公園（NO.14）は市南区・市北
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区・台東区に位置し，1985 年に建設され，面積が約 20.9haある。園内に春，夏，秋と冬の 4
つ鑑賞区及び 1 つの眺望区を分けられ，また亭，児童遊戯施設，便所，花壇などの施設を設置
された。（6）欅林公園（NO.15）は太平山の北麓に位置し，西側が中山公園に隣接し，1985 年
に既存の林地を活用し建設され，面積が約 18ha ある。園内に眺望区，児童活動区とレクリエ
ーション区を分けられ，主に亭，彫刻，池，児童遊戯施設，園門，便所で構成された。（7）北
嶺山公園（NO.16，図 2-14）は四方区の中部に立地し，面積が約 43.31ha ある。1985年に四方
と滄口工業区にあった職員に向けて建設された。園内に児童活動区（亭，児童遊戯施設，水榭），
動物展示区（動物舎），植物鑑賞区（月季園，花廊，彫刻）とレクリエーション区（亭，石の
机，便所）に分けられた。（8）嘉定山公園（NO.17）は四方区の中部に位置し，1985年に建設
され，面積が約 16.9ha ある。園内に児童活動区，レクリエーション区と眺望区を分けられた。
施設に関しては，園門や亭，活動室，遊戯室，花廊，彫刻，駐車場，便所で構成された。（9）
楼山公園（NO.18）は滄口区の北西部に位置し，1985年公園の一部が完成し開放され，面積が
約 21.7haある。園内に眺望区とレクリエーション区を分けられ，それぞれが亭と園門，花廊，
管理棟，便所を設置された。（10）煙墩山公園（NO.19）は滄口区の北西部に立地し，東側が膠
済鉄道に，西側が膠州湾に隣接し，面積が約 9.6ha,1985 年に建設された。園内には花廊，温
室，月季園，噴水，児童遊戯施設，便所などの施設で構成された。（11）伏竜山公園（NO.20）
は市南区にあった伏竜路の南側に位置し，周囲に全て住宅地であり，面積が約 2.15ha ある。
1990年に園路を設置し，また管理棟，花壇，便所，石の机などの施設を設置された。（12）南
山公園（NO.21）は四方区の中部に位置し，1990年から公園の建設が初め，面積が約 2.2haあ
り，園内の施設は園門や亭，便所，管理棟，花壇で構成された。（13）老舎公園（NO.22）（元
大村公園）は松林やプラタナスを補植され，また広場，噴水，流水池，花廊を増設された。 
 
図 2-13 貯水山公園           図 2-14 北嶺山公園 
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図 2-15 改革開放から公園全体が再整備されるまでにおいて公園の分布図 
（「青島地図通鑑」16）に 1993年の青島市中心城区総体計画図により作成） 
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2.6.3 公園の分布と機能 
 当段階において青島市にある公園の建設が高速発展段階に入り，総数が 22カ所になり，総
面積が 303.5ha に至り，前期の 2.5 倍となった（図 2-15，表 2-6）。公園緑地計画に記述した
「中山公園，北岭山公園と楼山公園を中心に，三つの区域を形成する」に合っている。南部，
中部と北部を 3 つの区域が分けることができた。各区域内に公園が分散配置特徴が見られる。
また，多くの公園は南部旧城区に分布された。これは海岸と山地の自然風景を活かし，区域内
にあった西洋建築を含み，青島市を観光勝地に営造することと考えられる。周辺土地利用を結
び付け，全ての公園は住宅用地付近に立地し，なかには，工業用地（NO.1,5-7,11,16,17,19,20）
と公建用地（NO.1,3,4,6,8,9,11-13）付近に分布された公園は同じく 9カ所あそった。そのほ
か，2カ所が業務用地（NO.17,20）に分布されている。Ⅴ期と比べると，居住と工業用地を主
体にした一方，公共施設と倉儲用地へ配置することが現れた。これは財政投入の向上及び緑地
システムの建設の強化とともに，各用途地域に均衡性などのバランスをとりながら配置したこ
とと考えられる。 
  当段階において施設が 7 種類（休養，教養，遊戯，管理，運動，修景,便益）であった。
すべての公園に花壇や花廊などの修景施設，ベンチや亭などの休養施設，園門や柵などの管理
施設，レストランや駐車場などの便益施設を配置された。また，動物舎や彫刻などの教養施設
（NO.1,2,5-18,20,21）及び滑り台や電動遊具などの遊戯施設（NO.1,4-7,10,11,15-18,20）を
配置された公園も多数あり，それぞれが総数 86%と 55%を占めている。そのほか，運動施設
（NO.1,5）を設置された公園が 17%のみ見られた。以上より，当時期の公園は，遊覧，休憩，
園務管理，便益，遊戯，教養などの多機能が有する総合公園に変容したことがわかる。市民生
活水準の向上による娯楽意欲の増強を反映している。 
 
図 2-16 小魚山公園 
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3. 公園の変容特徴及びその要因 
 
ドイツ統治時代では，公園が欧人区域に商業と住宅施設の付近に分布され，植物景観が中心
として建設された。当時期においてドイツ総督府が環境や公衆衛生などの視点から，「中・欧
分区」という政策を制定し，都市施設が主に植民者に向けて建設され，欧人区域に集中してい
る。また，青島市をドイツの商業基地として建設される一方，ドイツ兵士やその家庭が中国に
滞在している間の衛生及び生活条件を改善するため，青島市が「ドイツの商業中心と避暑地」
と位置付けられた。これらにより，公園が欧人区に商業と住居用途地域に分布されたと考えら
れる。当時期では，青島市において建設の初期であり，土地が荒み，樹木がまったくなかった。
公園は都市建設の需求から，市街地を美化し，造林計画における苗木の不足などを解決するた
め，指定されたことであった。また，公園の主な利用者である外国人は 2,411 人（1913 年）
と少なく，そいて，外国人に向けて海水浴場や競馬場，運動場などの娯楽空間が多く配置され
たため，公園に対して娯楽施設の要求が低いことであった。以上のことから，当時期の公園で
は，植物景観を中心にしたと考えられる。 
日本第一次統治時代では，新設公園が日本人区に商業，工業と住居用途地域に同数で分布さ
れ，公園全体が遊覧，休憩と遊戯機能を主体とするのに変化した。当時期では，日本が青島市
を統治し始め，1920 年における居留民の構成からみると，欧州人が 691 人に減少したが，日
本人が 67,597 人となった。人口の増長により住居用地の需要に応じて，また，当時期では，
青島市の位置付けが「商業と工業中心」に変更したことから，都市建設が住居，商業と工業施
設に集中していた。用途地域の均衡性のバランスをとったことから，新設された公園は，商業，
工業及び住居用途地域に同数で分布されたと考えられる。ドイツ統治時代の造林事業を経ち，
ドイツ統治の末期に至っては，官有林や民有林，水源涵養林，防砂林を含め，合計約 1260ha
の植林地が建設された。その後の日徳戦争によって，植林は一定程度の破壊を受けたが，生態
環境の質は著しく改善された。また，当時期では公園の整備や改善するため，日本の造園家で
ある本多静六が青島市の公園緑地を考察し，植物景観が中心であり，施設が不完備の公園に対
して改良案が提出された。造園理論の進歩により公園が市民に遊覧，休憩，娯楽，運動の機能
を提供する場所として指定された。また，利用者の増加による活動空間の需要に応じて，公園
の建設は環境や衛生などの問題を解決する一方，利用者の要求を考えることから，公園が遊覧，
休憩と遊戯機能を主とするのに変容し，機能性が改善されたと言える。 
 中華民国第一次統治時代では，多くの公園は住居用途地域に分布され，公園全体が休憩，管
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理，遊覧，文化教育，遊戯機能が主体とするのに変化した。殖民統治の終結とともに，公平性
のバランスをとり，外国人と中国の富豪が中心としたが，中国人貧民住宅地に公園の建設がは
じめたと考えられる。また，当時期では市政府により都市建設において一連の計画原則を制定
した：「工業区と港区に実用原則を取り，商業区に実用原則を主体に，美化原則を補作に取っ
た。住宅区に美化原則を主体に，実用原則を補佐に取った。」これにより，多くの公園は住居
用途地域に分布され，住宅区を美化するために建設されたと考えられる。社会体制や思想など
の変化に従って，民国政府は欧米都市の建設の成果を参考し，公園の建設が社会の進歩を推進
する重要な因子とし，国民に対して民主的な新たな生活方式への需要を満たされた。公園に西
洋娯楽施設が導入された一方，公園が中国人に開放され，利用者が激増した。桟橋公園と海浜
公園を例とし，年間来訪者数約千万になった。以上のことから，公園の機能をさらに豊富にし
たと考えられる。 
日本第二次と中華民国第二次統治時代では，戦争のため，公園が防衛施設として扱われた一
方，戦争で対外交通が中断による市区燃料不足であり，多くの公園に樹木が全て伐採され，公
園が破壊された。 
 中華人民共和国建国から文化大革命まででは，公園がほぼ居住用地と工業用地に分布され，
遊覧，休憩，園務管理，便益，文化教育機能が主体とするのに変化した。当時期において戦後
の回復期であり，都市建設が「生産にサポート，人民にサポート」との方針を制定し，有限な
財力が住宅と工業の建設に集中したことから，公園がほぼ住居と工業用途地域に分布されたと
考えられる。戦争を静めてから，市民に対して休暇のため，公園の建設が回復されたが，市政
府により投資が少ないため，公園が戦前の状況を回復しかできなかった。これにより，公園が
遊覧，休憩，管理，便益，教養機能を主とするのに回復したと考えられる。 
改革開放から公園全体再整備まででは，公園が居住用地，工業用地，公建用地と業務用地に
分布され，遊覧，休憩，園務管理，便益，遊戯，教養などの多機能が有する総合公園に変容し
た。改革開放に従って，当時期から経済の急速な発展期になり，財政投入の向上することとと
もに，公園緑地は点，線，面の配置方式が採用とされ，公園緑地系統の建設を強化し，各用途
地域に均衡性などのバランスをとり，公園は居住，工業，公建と業務施設の多種の用途地域に
分布されたと考えられる。また，市民生活水準の向上による娯楽意欲の増強のため，前期配置
された施設を基づき，電動遊具などの遊戯施設が新設され，公園全体が遊覧，休憩，管理，便
益，教養，遊戯などの多機能が有する総合公園に変容したと考えられる。 
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4. まとめ 
 
本章では，各段階において青島市の都市計画・建設方針，都市の位置づけなどの特徴を踏ま
えた上，青島市公園の建設及び変遷の特徴についてまとめた。 
まず，青島市公園の変遷過程の時期区分を試みた。（1）ドイツ統治時代（1898―1914年）：
公園創立期；（2）日本第一次統治時代（1914―1922年）：公園発展期；（3）中華民国第一次統
治時代(1922―1938 年)：公園系統確立期；（4）日本第二次と中華民国第二次統治時代（1938
―1949年）：公園系統衰退期；（5）中華人民共和国建国から文化大革命まで（1949―1976 年）：
公園系統回復期；（6）改革開放から公園全体再整備（1976―2000年）：公園系統継続期。 
また，公園の分布と施設の配置から，青島市公園が，（1）利用形態により殖民地時代の外国
人専属から，中国の富豪を始めて中国の大衆向けに変容したことが解明し，公平性が完善され
た。（2）最初の商業と住居用途地域から，住居や工業，業務，公建の多種の用途地域に変容し
たことが解明し，均衡性が完善された。（3）最初の単一な遊覧機能が主とするから，遊覧や休
憩，管理，便益，教養，遊戯などの多機能が有する総合公園に変容した。 
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第三章 民国時代の公園における空間構成の特徴 
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1. 研究背景と目的 
 
1929 年に民国政府は青島特別市を成立させ，植民地時代における中国最初の臨海保養地の
一つに青島の都市を位置づけ，継承し発展させた 1）。専門的に公園建設に従事する「工務局」,
「農林事務所」を設置し 2）, 中国人と外国人が混在する高級住宅地付近にあった植民地時代
に建設された林地及び公園を改造した。一方，中国人の居住地及び重要な商業区に対して再整
備計画を行い,公園を新設した 3）。 
青島市は膠州湾の東側に突き出た半島の先端に位置する。市街は比較的平坦で，山に隣接し
ている。多くの公園は山，海の自然景観を活かした立地をとる。また，公園計画と設計は既存
の地形を活用し，多様な空間類型を形成した 4）。「二十三年工務紀要」5），「青島市誌・園林緑
化誌」6）と「青島農林」7）によると, 当時の公園建設について，多様な施設が利用空間として
を設置された一方，園路の建設で公園交通と空間を組織した。そのため，園路と施設の設置が
公園建設を重点としたことがわかる。園路と施設は民国時代において公園の基本的な構成要素
となり，利用者の活動要求と生活文化に緊密に関連したため，公園建造の性質と位置付けが反
映されたことと言える。従って，地形に基づいて施設と園路に対して研究することが，民国時
代における青島市の公園空間と公園文化を理解するにあたって重要であると考えられる。 
 青島市の公園に対する既往研究では，，主に都市計画と植民地文化の視点から植民地時期の
公園建設に集中している 8）9）10）11）。また,現在の植物の多様性と分布状況も論点として展開し
ている 12）13）14）。しかし,都市における重要な公共活動空間としての公園の空間構成の特徴に
ついては,まだ研究されていない。そこで本章は公園の立地特性に着目し，園路と施設から,
民国時代における公園の空間構成の特徴を明らかにすることを目的とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
53 
 
2. 研究対象 
 
  「二十三年工務紀要」5）と「青島市誌・園林緑化誌」6）によると，民国時代に青島市では12
カ所の公園の建設工事が行われた。そのうち，8カ所は市政府重要建設区域に立地する。重要
建設区域はより厳密に民国時代の都市計画に従って建設された。当区域にあった8 カ所の公園
には完全な設計図と施工図があり，また充分な資金により公園の建設の品質は保証されている。
それゆえ，重要建設区域に分布する公園は当時の公園の設計意図と造園手法が反映されている
代表的な公園と言える。そこで，本章は重要建設区域内に立地した全8カ所の公園を研究対象
とする（表3-1，図3-1）。 
 
2.1 研究対象の概況 6）7） 
 中山公園（NO.1，図 3-5）は東側が太平山に，北西側が青島山に接する。西側が八関山高級
住宅地に，南側が八大関別荘区に隣接する。豊富な山地景観に低い人口密度を有する東郊外に
ある。海浜公園（NO.2，図 3-2）は北側が信号山高級住宅地に，南側が第一海水浴場に隣接す
る。豊富な海岸景観に低い人口密度を有する東南郊外にある。観象山公園（NO.3）は周辺が全
て高級住宅地で，高い人口密度を持つ都心地にある。上記の 3 つの公園は全て外国人と中国人
の混合居住地に近い，また青島市政府に「青島十景」のランキングに選出され，既存の公園に
対して改造工事を行った改造公園である。第三公園（NO.4）は観象山公園と同じく周辺が全て
高級住宅地で，高い人口密度を持つ都心地にあり，改造公園でもある。棧橋公園（NO.5，図
3-3）は北側が太平路商店街，南側が匯泉湾に隣接する。豊富な海岸景観に人口密度が比較的
高い都心地の南側にある。西鎮公園（NO.6）は北側が中国貧民住宅地であった台西鎮に接し，
南側が青島湾に接する。豊富な海岸景観に人口密度が非常に高い都市の南西郊外にある。上記
の 2つの公園は，公園配置の均衡性から，空き地を再計画し建設された新規公園である。太平
角公園（NO.7）は東，西と南三方面が太平湾に接し，西北側が太平角の別荘区に相隣する。山
海関路公園（NO.8）は北側が八大関別荘区に隣接し，南側が第二海水浴場と太平湾に接する。
上記の 2 つの公園が，豊富な海岸景観に人口密度が低い都市の南東郊外にあり，また，別荘区
の付属施設として，林地を活かし建てられた公園でもある。 
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表 3-1 研究対象の一覧表 
 
図 3-1 研究対象の位置図（「青島地図通鑑」21）に 1935年の大青島発展計画図により作成） 
 
 
図 3-2 海浜公園            図 3-3 桟橋公園 
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図 3-4 研究対象の平面図 
（青島城市档案館が所蔵した民国時代の各公園の平面図と地形図より作成） 
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3. 研究方法 
 
 まず，「二十三年工務紀要」5），「青島市誌・園林緑化誌」6）と「青島農林」7）により，研究
対象を確定し，公園面積や建設年代，位置などの基本情報を整理した（表 3-1）。また，2015
年 8月 2016 年 8月と 2017年 8月に，計 3回をわたって青島市档案館，青島市城市建設档案館
を訪ね，それぞれが一次資料である公園の平面図，地形図と建設情報の収集を行った。現地調
査で収集した図面に基き，「青島市誌・園林緑化誌」6）や「青島農林」7）を参考とし，古写真，
古葉書を対照させながら，公園全体の位置図（図 3-1）と平面図を作成した（図 3-4）。 
次に，公園建設の重点とした園路と施設に着目し，園路の密度と形式及び施設の種類と配置
を分析要素とし，各公園に対して整理した。また，本章で扱う公園はほぼ山麓と海岸に立地す
ることから，地形は公園の基本的骨組となり，その勾配が園路と施設の配置に大きな影響を与
えられることと考えられる 15）。そこで，公園の地形図を利用し，ArcMAP10.2 により「傾斜度
分析(Slope)」を行い，各勾配の割合により公園を分類した。その後，グループごとの園路と
施設から，公園の空間構成の特徴を明らかにする。 
 
 
 
 
図 3-5 中山公園 
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4. 園路と施設 
 
4.1 園路 
4.1.1 園路の種類と密度 
 公園の設計図にあった園路の種類に関する記述と「公園工作手册」16）に園路の種類分類を
参考し，園路を主園路，副園路と遊歩道の 3 種類に分けられる（図 3-6）。研究対象を整理す
ると，6 カ所の公園に園路が（NO.2-4,6-8）主園路と副園路に分類され，2 カ所（NO.1,5）が
主園路，副園路と遊歩道の 3 種類に分類された。 
 各公園の面積差が大きく，園路の数に与えた影響が大きいため，本章にて単位面積における
園路の数（園路密度）に着目し，分析を行う。6 カ所の公園（NO.1,3,4,6-8）では主園路の密
度が副園路或いは遊歩道より低く，2カ所（NO.2,5）では主園路の密度が副園路或いは遊歩道
より高い。各公園では園路全体の密度に大きな違いを呈し，中山公園が 88m/h ㎡と最も低く，
桟橋公園が 1914 m/h ㎡と最も高い。 
4.1.2 園路の形式と配置 
 一般的に異なる種類の園路がそれぞれの機能を持ち，その形式も利用需要に応じて多様な類
型が現れる。同種類の園路の繋がり方を整理すると，園路の形式を線状(U)，樹状(T)，放射状
(R)，環状(C)と格子状(G)の 5種類に分けられる 17）（図 3-6）。 
線状(U)とは，園路が単一の直線あるいは曲線で構成されるものを指す。樹状(T)とは，１本
の園路から枝分かれするものを指す。放射状(R) とは，園路が中心から四方に広がるものを指
す。環状(C)とは，園路が輪のような形になるものを指す。格子状(G)とは，園路が交差し格子
状になるものを指す。 
 
図 3-6 園路種類，密度，形式と配置 
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8 カ所の公園のうち，NO.8 の主園路は 2 種類（R+C）ある以外，7 カ所の主園路が単一の配
置である（NO.3,4,6,7：U，NO.1：T，NO.5：C，NO.2：G）。また，全ての公園に副園路が多種
の形式で存在し，5 カ所の公園は 2 種類あり（NO.2：U+R，NO.3：T+C，NO.6：T+G，NO.5,7：
C+G），そのほか，3 カ所の公園は 3 種類ある（NO.1,4：U+T+C，NO.8：T+C+G）。遊歩道を設置
された 2 カ所の公園は，形式が 3種類ある（NO.1：U+T+G，NO.8：U+T+C）。 
 
4.2 施設 
4.2.1 施設の種類 
 「公園工作手冊」18）の施設分類を参考とし,また，民国時代に各施設に関する記述を基づき
6）7）19），研究対象内の施設を整理すると，施設は用途により，修景，休養，管理，運動，便益，
教養と遊戯の 7 種類に分類される（図 3-7）。全ての公園は休養施設と管理施設が設置され，
ベンチや亭，園門，柵が多くみられる。7 カ所の公園（NO.1-6,8）に花壇や花廊，池などの修
景施設が設置された。5 カ所の公園に運動施設（NO.1,4-6,8）と便益施設（NO.1,2,5-7）が設
置され，運動場や便所，駐車場が多くみられる。その他，4 カ所の公園（NO.1,3-5）に記念碑，
水族館と気象観測台などの教養施設が設置され，2カ所の公園（NO.5,6）に砂場などの遊戯施
設が設置された。 
 
4.2.2 施設の配置 
 各種類の施設の設置形態を整理すると，単一(D)，散点(M)，線形(L)と対称(S)の 4種類に分
けられた（図 3-7）。NO.4，7 にある施設の配置は単一(D)或いは散点(M)がみられた。単一(U)
とは，施設が単数で配置されるものを指す。散点(M)とは，不規則に配置されるものを指す。
線形(L)とは，施設が直線もしくは曲線で配列されるものを指す。対称(S)とは，ある軸線の両
側に対応し配列されるものを指す。 
NO.1,3,5,6 にある施設の配置は主に単一(D)或いは散点(M)であり，また，NO.1 にある一部
の休養施設及び NO.3 にある一部の修景施設が対称(S)の形式を採用され，NO.5 にある一部の
休養施設及び NO.6 にある一部の休養施設と修景施設では線形(L)の形式が採用された。NO.2
にほぼ全ての施設が線形(L)或いは対称(S)である。NO.8 にある施設の配置は，単一(D)，散点
(M)，線形(L)，対称(S)が最も多い。 
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図 3-7 施設の種類と配置 
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5. 公園の空間構成の特徴 
 
 「風景園林工程」20）を参考し，地形は平坦地（勾配≤4%），緩傾斜地(4%＜坡度≤10%)，中傾
斜地(10%＜坡度≤25%)と急傾斜地(坡度＞25%)の 4種類に分けられた。 
 研究対象を整理すると，中山公園，海浜公園と観象山公園において，平坦地が占める割合は
5％に至らず。一方，中傾斜地が占める割合も同じく 50％ほどに至っているため，本研究にて
上記の 3 カ所をグループ Aとする。太平角公園，山海関路公園と第三公園において，各勾配は
20％～30％ほどを占めているため，本研究にて上記の 3 カ所をグループ B とする。西鎮公園の
平坦地が占める割合は約 90％に近く，桟橋公園が全部平坦地となっている。故に上記の 2 カ
所をグループ C とする（図 3-8）。 
 
図 3-8 各公園の勾配の割合図 
 
5.1 グループ A（中山公園，海浜公園，観象山公園） 
 グループ Aにおいて，NO.1，3 の主園路と副園路の多数は緩傾斜地と中傾斜地に分布され， 
約 40%ある。NO.1の遊歩道の多くが緩傾斜地に分布され，約 50%を占めている。NO.4の主園路
と副園路の多数は中傾斜地に分布され，約 70%を占めている。全ての公園で平坦地と急傾斜地
に分布された各園路は約 10%のみある。 
園路の密度に関しては，全体密度が 200m/h ㎡以下であり，主園路の密度が副園路と遊歩道
より低い。園路の形式に関しては，主園路は単一の線状或いは樹状で配置され，主入口と園内
で主要な活動区域に繋がっている。副園路が線状，樹状と環状で構成され，主園路または重要
な景観ノードと繋がっている。そのほか，NO.1 に配置された遊歩道が線状，樹状と格子状で
構成され，園内の景観ノードとさらに繋がっている。 
 グループ Aに属する全ての対象は，修景，休養，管理と教養施設が設置されている（表 3-2）。
全体から見れば，修景(100%,75%,100%)，休養(85.7%,85.7%,66.7%)と教養施設(88.9%,54%, 
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表 3-2 グループ Aにおける園路と施設の分布表 
 
注：NO.1：中山公園，NO.3：海浜公園，NO.4：観象山公園． 
 
23.3%)は緩傾斜地で一番分布しているが，管理施設(66.7%,41%,75%)は中傾斜地で多く分布し
ている。その他，NO.1 と NO.4 に設置された運動施設の全てが緩傾斜地に分布され，NO.1に設
置された便益施設が緩傾斜地と中傾斜地に等比で分布された。 
施設の配置に関しては（表 3-2），NO.1に一部のベンチと NO.3に一部の花壇が対称で配置さ
れたほか，全てが単一或いは散点で配置された。施設の種類に関しては，花壇或いは花廊など
の修景施設が設置されたことで，空間鑑賞性を向上させた。また，水族館と気候観測所などの
教養施設が設置されたことで，体験的な学習を展開できた。ベンチや亭などの休養施設が設置
され，休憩の空間を形成した。そして，柵や機械室，事務所，寮などの管理施設を設置され，
園務管理機能を保障した。 
上記のデータに基づき，異なる勾配に分布されている園路と施設には大きな相違が現れてい
る。勾配が小さく面積が比較的広い緩傾斜地において，園路が占める割合は大きく，また，修
景，休養，教養と運動施設の多くも分布している。「青島農林」7）により，当期において傾斜
地公園にあった緩傾斜地は，苗圃と灌木が植えられたため，人工的な景観が豊富な区域であっ
た。園路は単一或いは分散で配置された花廊やベンチ，水族館や運動場などの施設を繋がり，
人工的な景観の遊覧や教養，運動機能を持つ空間を形成している。NO.4 を例とすると，北西
側の副園路から階段を登ると，北側の視野がより広く，灌木が植えられたほか，椅子と花廊が
設置され，青島市全体を眺めることができる休憩場所が作り出され。また，南側は西南方面を
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傾斜地で囲まれ，視野がより狭く，運動場やベンチを設置されたことで，運動機能を主要目的
とする独立した空間が形成された。 
勾配が大きく面積が最も広い中傾斜地において，園路の分布が一番多く，また，管理施設の
多くが分布しているほか，少数の教養施設と休養施設があった。「青島農林」7）より，中傾斜
地は植民地時代に水源の保護や土砂流失の抑制の視点から，植林事業を行ったため，自然景観
が豊富な区域であった。園路を結合し，単一或いは散点で配置されたベンチ，記念碑などの施
設は，林間観光空間を主体とし，教養また休憩機能を備える空間を形成した。同時に，事務所
や寮，機械室など管理施設が中傾斜地に設置され，空間的に緩傾斜地にあった利用者が滞在す
る場所と分離した。NO.1 を例とすると，園路は園内の東と北側にあった森を織り込んでおり,
自然景観の体験を主要目的とした林間観光空間を形成した。東側に副園路に沿って事務所，寮
が散布され，その周りを林が囲み，また園区中心から離れたため，全園鑑賞性に影響を与えな
い上，公園管理業務の展開を保障できた。 
その他，平坦地の面積が狭いため，僅かな園路や園門，柵が分布している。平坦地にあった
灌木などの人工的な景観を結合し，遊覧空間を形成した。急傾斜地は一定の面積があるが，勾
配が急で，園路と施設が極めて少なく，急傾斜地にあった自然樹木を結合し，遊覧空間を形成
した。 
 全体で見ると，グループ A は，密度が低い線状，樹状，環状の園路及び単一，散点で配置さ
れた修景，休養，教養運動と管理施設により，緩傾斜地で人工的な景観の遊覧や休息，教養，
運動機能が主体にした利用者が滞在する空間を形成した（図 3-9）。中傾斜地で園務管理や林
間観光を主体にした利用者が遊覧する空間を形成した。平坦地と急傾斜地で僅かな遊覧空間を
形成した。 
グループ Aにおいて，外国人と中国富豪が混在する高級住宅地の付近に位置し，上流社会に
向け，多様な活動空間に対する需要を満たし改造された。西洋文化の大規模な導入である当時
期では，洋服，洋房などは社会地位の象徴となり，上流社会はより西洋的な生活をしていた。
また，民国時代における青島市の位置付けは，海浜療養地と観光地に変わったため，グループ
A の全てが「青島十景」に選出され，観光客に向けて改造された。そのため，グループ A に遊
覧，休憩などの基礎施設を配置された一方，運動場，水族館，気象観測施設などの西洋娯楽施
設及び地域文化教養施設が多くみられるのは，上流社会の生活方式に合うよう，また観光客を
集めるため，配置されたと考えられる。これにより，グループ Aは各勾配を結合し，遊覧，休
憩，文化・教養と運動機能が主体とする空間を形成された原因と考えられる。同時に，グルー 
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表 3-3 グループ Bにおける園路と施設の分布表 
 
注：NO.5：太平角公園，NO.6：第三公園，NO.7：山海関路公園． 
 
プ A全体の大きい勾配の影響を受けた一方，緑地による生態的効益と経済的効益を考慮した上，
政府は「青島市実施都市計画案」を発布し，林地に対する保護と利用を強調した。これらが園
路の密度が低く，施設が単一と散点で配置された原因と考えられる。以上のことから，グルー
プ Aは勾配や改造政策，周辺土地利用性質，利用者の類似性により，空間構成は類似の特徴が
現れた。ただ各公園の配置には一定の相違があった。NO.3と NO.4 の面積がより狭く，施設の
種類と数，また園路の種類と形式が限られたため，園路の密度を増やすことにより，活動空間
を増設したと考えられる。NO.1 は面積が大きいため，施設の種類と数，また園路の種類と形
式が多く，園路の密度が低くてもその使用需要を満たせできると考えられる。 
 
5.2 グループ B（太平角公園，第三公園，山海関路公園） 
 グループ Bにおいて（表 3-3）， NO.6，7に主園路の多数は平坦地に分布し，約 70％を占め
ている。NO.5に主園路の多数が緩傾斜地に分布し，約 40%を占め，遊歩道の多くが中傾斜地に
分布し，約 40%を占めている。3 カ所の副園路の多数が同じく緩傾斜地に分布し，約 40％～60%
を占めている，3カ所の急傾斜地に分布され各園路が少なく，10%のみである。 
園路の密度に関しては，全体密度が 400-500 m/h㎡に集中し，NO.6，7では主園路の密度が
副園路より低く，NO.5 では主園路が副園路と遊歩道より高い。園路の形式に関しては，主園
路が線状或いは環状の単一の形で，主入口と園内から主要な活動区域と繋がっている。副園路
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は形式が多様で，格子状と樹状或いは格子状と環状が混合され，園内の各区域と繋がっている。
また， NO.5に配置された遊歩道は線状，樹状と環状の形で海岸まで伸びて多様な観賞体験ル
ートを提供している。 
グループ B は，休養，管理と便益施設が設置された（表 3-3）。休養施設は平坦地
(23.1%,18.8%,32%)，緩傾斜地(38.7%,37.5%,40%)と急傾斜地(22.1%,37.5%,24%)に分布した割
合がほぼ同じであった。また，管理施設の全てが平坦地に分布しているが，便利施設の多くが
緩傾斜地(62%,100%,100%)に分布している。その他，NO.5，6 に設置された運動施設の多数が
平坦地に分布し，NO.6，7に設置された修景と遊戯施設の多数が緩傾斜地に分布し，NO.6に設
置された休養施設の全ては中傾斜地に分布している。 
 施設の配置に関しては，NO.6，7 にあった一部のベンチが線状で配置されたほか，全てが単
一或いは散点で配置された。施設の種類に関しては，主に園内の標高の高い所にベンチや亭が
設置されたことで，眺望機能を持つ休憩空間が形成された。また，園門などの管理施設がを設
置されたことで，公園の管理機能が保障された。そして，便所と駐車場などの便益施設が設置
されたことで，利用者に利便性が提供された。 
 グループ Bは，4つの勾配の割合が近いが，各勾配における園路と施設の配置が相違が現れ
ている。平坦地において，主園路の多くが分布し，また全ての管理施設と多数の運動施設が分
布している。その他，少数の修景と休養施設があった。「青島農林」7）より，混合型公園は全
園に樹木が繁茂で，自然景観が豊富な場所であった。そのため，平坦地では，林間に単一或い
は散点で配置された園門や運動場，ベンチ，花壇などの施設が園路で繋がれ，園務管理と運動
機能主体に，林間遊楽と休憩機能も備える空間を作り出した。NO.6 を例とすると，北側の主
入口に園門を設置し，入口空間を強調した上，利用者の進出を統制できた。園門を通って入り，
鬱蒼とした森を通り抜け，主園路の末端に円環状のトラックが設置され，なかに四角形の運動
場があり，運動機能を持つ空間を形成した。また，運動場の東南境界に沿い，花廊や池，噴水
が設置され，空間鑑賞性を増やした。 
緩傾斜地において，副園路の多数が分布し，またほぼ便益施設と遊戯施設がある一方，少数
の休養施設，修景施設と運動施設が配置された。当区域に繁茂した樹木を結合し，園路が単一
或いは散点で配置された便所やシーソー，ベンチが繋がり，林間遊覧と休憩，児童遊戯機能を
主体にした空間を形成した。 
中傾斜地と急傾斜地において，少数の園路と休養施設が分布され，また個別公園に少数の修
景施設が設置され，当区域にあった自然林地を結合し，林間遊覧，休憩空間を形成した。 
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表 3-4 グループ Cにおける園路と施設の分布表 
 
注：NO.2：桟橋公園，NO.：第三公園，NO.8西鎮公園． 
 
  全体からみると，グループ Bは，密度が高い線状，環状と格子状の園路及び，単一，散点で
配置された休養，修景，管理，便益，遊戯と運動施設により，平坦地で園務管理と運動機能を
主体とし，遊覧と休憩機能を備える空間を形成した。緩傾斜地で林間遊覧と児童遊戯機能を主 
体にした空間を形成した。中傾斜地と急傾斜地で僅かな林間遊覧，休憩空間を形成した（図
3-9）。 
グループ Bは，外国人と中国富豪が混在する高級住宅地の付近に位置し，周辺の利用者はグ
ループ A と同じく，西洋的な生活をしていた。公園に遊覧や休憩，運動，遊戯などの機能を備
える施設は，上流社会の多様な活動需要を満たすために設置されたと考えられる。NO.5，7は
既存の林地を活かし形成した公園であり，NO.6 は改造公園であった。単一，散点で配置され
た施設がグループ Aと同じく，林地保護政策の影響によるものと考えられる。グループ A と比
べ，勾配が緩かな地形の割合が増えたため，より多様な娯楽空間を作れる。したがって，より
多くの西洋娯楽施設が配置され，園路の密度がより高くなったと考えられる。グループ B は勾
配や改造政策，周辺土地利用性質，利用者の類似性により，空間構成は類似の特徴が現れた。
ただ，各公園には相違が存在している。園路の配置は，グループ A に類似し，面積の大きい公
園における種類と形式が多く，密度が低くなった。施設に関しては，NO.5 の面積は広いが，
数と種類が少なく，これは NO.5 付近の太平角別荘区の規模が小さく，利用者が少ないのが原
因であると考えられる。NO.6 が都心地にあり，NO.7 の近くにあった八大関別荘区の規模が広
く，利用者が多いため，NO.6，7 の面積が狭いが，施設の数と種類が多いことと考えられる。 
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図 3-9 各類型公園の模式図 
 
5.3 グループ C（桟橋公園，西鎮公園） 
 グループ Cにおいて（表 3-4），NO.2 は全ての園路が平坦地に分布し，NO.8に平坦地と緩傾
斜地を分けられ，各園路の多数は平坦地に分布され，同じく約 90％を占め，緩傾斜地に分布
する各園路は総数の約 10％を占めている。 
 グループ Cは，園路の全体密度が 1000m/h㎡を超え，上記の 2種類公園を遥かに超えた。NO.2
は主園路の密度が副園路より高く，主園路は格子状の形で全園を貫通し，副園路が線状と放射
状の形で主園路と園内に各活動区域と繋がっている。NO.8は主園路の密度が副園路より低く，
主園路は放射状と環状の形で全園を貫通し，副園路が樹状，環状と格子状の形で各活動区域と
繋がっている。 
 グループ Cは（表 3-4），修景，休養と管理施設が設置され，全てが平坦地に分布している。
そのほか，NO.8に約 10％の休養施設と管理施設が緩傾斜地に分布された。NO.8 に属する亭が
散点で配置されたほか，2カ所の全て施設が線状，対称，単一で配置された。園内ては，花壇
や花廊など修景施設を設置されたことで，空間の鑑賞性が向上した。また，ベンチや亭などの
休養施設で休憩空間を作り出した。そして，園門や柵などの管理施設で，園務管理機能を保証
できた。そのほか，NO.2 の平坦地に便益施設である便所と駐車場が設置され，NO.8 の緩傾斜
地に遊戯施設である児童遊戯場を設置された。平坦地公園はほぼ平坦地なので，園路や修景，
休養，管理，便益施設が全て平坦地に集中している。平坦地に遊覧，休憩と管理機能を主体に
し，利用者に便利さを備える空間を形成した。NO.2 を例とすると，園内の西側は，格子状で
配置された園路によって分割された幾何学的な花壇から空間を構成した。花壇の周囲には柵が
設けられ,また，ベンチも花壇に沿って線状或いは対称の形で全園で分布している。南側海岸
付近は中国伝統式の花廊が配置され,園内唯一の立体景観となった。また，幾何学的な植栽帯
によって花壇から分けられた公園の西側には,集中的に便所と駐車場を配置し，便利機能を主
要目的とする独立した空間を作り出した。 
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 緩傾斜地において，NO.8 に全ての遊戯施設及び少数の園路と休養施設が緩傾斜地に分布し
ている。園内の北東側に副園路で囲んで形成した四角形の児童遊戯場を中心とし，周囲が幾何
学的な芝生を配し, 芝生に沿ってベンチを設置され，遊戯機能を主体に，休憩機能を備える空
間を構成した。 
 全体からみると，グループ Cは密度が高い格子状，放射状，環状の園路及び単一，線形，対
称で配置された修景，休養，管理，遊戯と便益施設により，平坦地で遊覧，休憩と管理機能を
主体にし，利用者に便利さを備える空間を形成した。緩傾斜地で遊戯機能を主体にし，休憩機
能を備える空間を形成した（図 3-9）。 
 民国時代において，市政府は公園配置の均衡性から，沿海の空き地で上記の 2か所公園を作
った。NO.2 は商業地区の付近に立地し，NO.8 は人口密度が高い中国の貧民住宅地の付近に立
地した。公園が主に修景と休養施設が設置されたことは，商業地区に從業者が仕事後に利用を
考慮し，中国人の貧民に貧困生活をし，多様な娯楽文化はまだ普及していなかった。そのため，
両方の利用者の利用方式に応じて，比較的簡単な遊覧、休憩場所を建設されたと考えられる。
また，施設の種類が少ない原因の一つは，当種類の公園の面積が最も狭いと考えられる。同時
に，公園に平坦地が多いことで，また，利用者が多いため，密度の高い園路は規則で配置され
た施設を繋げ，有効な交通組織をもたらし，空間利用率を向上できると考えられる。平坦地公
園は勾配や利用者の需要の類似性により，空間構成は類似の特徴が現れた。ただ，配置には一
定的な相違が存在する。それは公園規模による施設と園路配置に影響を与えたと考えられる。
グループ Aに類似し，面積がより大きい公園において，施設の数と園路形式は多く，園路密度
は低い。 
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6. まとめ 
 
 本章では，民国時代に建設された 8カ所の公園を勾配によってグループ A，グループ B とグ
ループ C の 3種類に分けた。 
外国人と中国の富豪，また観光客に向ける設置されたグループ Aでは，線状，樹状，環状で
ある密度が低い園路及び，単一，散点で配置された修景，休養，教養，運動と管理施設により，
緩傾斜地で人工的な景観遊覧や休息，教養，運動機能が主体にした利用者が滞在する空間を形
成した。中傾斜地で園務管理や林間観光を主体にした利用者が遊覧する空間を形成した。平坦
地と急傾斜地で僅かな遊覧空間を形成した。 
外国人と中国の富豪に向けるグループ Bでは，線状，環状と格子状である密度がより高い園
路及び，単一，散点で配置された休養，修景，管理，便益，遊戯と運動施設により，平坦地で
園務管理と運動機能を主体とし，遊覧と休憩機能を備える空間を形成した。緩傾斜地で林間遊
覧と児童遊戯機能を主体にした空間を形成した。中傾斜地と急傾斜地で僅かな林間遊覧，休憩
空間を形成した。 
中国貧民或いは商業從業者に向けるグループ Cでは，格子状，放射状，環状である密度が最
も高い園路及び，単一，線形，対称で配置された修景，休養，管理，遊戯と便益施設により，
平坦地で遊覧，休憩と管理機能を主体にし，利用者に便利さを備える空間を形成した。緩傾斜
地で遊戯機能を主体にし，休憩機能を備える空間を形成した。 
以上のことをまとめると，園路と施設の配置は勾配と密接な関係がある。3 種類の公園にお
いて，勾配が緩かな地形の増加に伴って，園路の密度は増え，形式はより複雑化になった。施
設の配置は単一，散点から線形，対称へと変化した。また，3種類の公園は，園路と施設の配
置と周辺の土地利用，利用者にも関連している。利用者属性について，外国人と中国の富豪な
どの上流階級が中国貧民より西洋的な生活方式をしたため，上流階級に向ける公園は，より西
洋娯楽施設が設置された。周辺土地利用状況について，商業施設周辺にあった公園は住居施設
より，施設種が少なく，機能は比較的単一であった。そして，公園の面積も園路と施設の配置
に影響している。即ち，同類型の公園において，面積が増加するにしたがって，園路密度は減
少し，対して施設の数は増加する。 
全体から見れば，公園建設は周辺土地利用状況や利用者などの外部要因ならびに園内地形や
公園面積などの内部要因に由来したものである。 
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第四章 中山公園における空間構成の変遷及び特徴 
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1. 研究背景と目的 
 
 民国時代における青島市公園の建設はドイツ統治時代と日本統治時代の公園理論と建設を
基づいて発展したことであった。民国時期の公園構成の形成に解析するよう，本章では，民国
時期の代表的な中山公園を研究対象にし，ドイツ統治時代から民国統治時代までを研究範囲と
し，その構成の変容を研究する。 
 中山公園は，青島市に建設された最初の公園の一つであった 1）。その後，日本統治時代，中
華民国時代に，それぞれの改造を受け，青島市近代化の各段階時期を乗り越える唯一の公園で
あった 2）。公園の北東側が太平山に，北西側が青島山に接し，南西側が匯泉湾に隣接している
3）。各時期の都市建設の推進とともに，公園の位置は都市の郊外から都心になった。周辺市街
地の用途と範囲の変化に従って，公園の境界には時代的相違が現れている。また，公園内部の
丘，谷などの地勢変化が多様で，全体的には北東側の高地から南西側の低地へと傾いている 4）。
各時期の公園建設は，各部の地勢に合わせ，また利用者の生活文化と使用需要に応じ，構成要
素の配置と敷地の利用に変化を与えた。したがって，公園の境界，構成要素の配置と敷地の利
用状況に対する研究は，全面的に中山公園における変遷の特徴を理解するにあたって重要であ
ると考えられる。 
 青島市の公園形成と発展に関する研究は，主に都市計画と殖民地文化の視点から殖民地時期
の公園建設に集中している 5）6）7）8）9）。中山公園に関する研究は，その概論 3)10），また植物の
多様性 11）に限られており，公園の空間構成の変遷特徴についてはまだ研究が成されていない。
そこで，本研究は各時期における公園の境界，構成要素の配置，敷地の利用の視点から，中山
公園の構成特徴を明らかにすることを目的とする。 
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2. 研究方法 
 
まず，前章で述べたように，民国時代までの青島市公園の建設段階をドイツ統治時代（1898
―1914）；日本第一次統治時代（1914―1922）；中華民国第一次統治時代（1922―1938）；日本
第二次と中華民国第二次統治時代（1938―1949）に分けられる。中山公園では，日本第二次と
中華民国第二次統治時代において公園の建設が進められなかったため，本章で中華民国第一次
統治時代とまとめて統一的に時期を捉え，分析を行う。中国の歴史において 1912 年から 1949
年までの間に中華民国時代と呼ばれているため，上述の時期を中華民国時代と定義する。その
ため，中山公園の変遷を 3 段階に分ける。それぞれは，ドイツ統治時代（1898-1914 年），日
本統治時代（1914-1922 年）中華民国時代（1922-1949 年）。 
次に，文献資料により各段階に公園の基礎情報を整理する。2015 年 8月から 2017 年 8 月で
の間に合計 3回をわたって，青島市公文書館，青島市都市建設公文書館にて各段階の公園設計
図（図 4-1，図 4-2，図 4-3），地形図を収集した。更に，公園の境界の構成形式，規模から，
周辺市街地との関係性について分析を行う。同時に平面図から公園の基本的な構成要素である
水系，施設と園路を抽出し，それぞれの面積，数，長さを把握し分析した。また，地形上の構
成要素の分布状況に応じて敷地の利用を分析した。最後に，各段階における空間構成の特徴を
まとめ，社会背景や文化背景を結び付け，公園空間構成の変遷原因を明らかにした。 
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3. 公園空間構成の変遷 
 
3.1 境界 
 ドイツ統治時代(図 4-7)：当段階にドイツ総督府が制定した造林計画における苗木の不足を
解決するため，都市の東郊外にあった会前村と太平山を買収し，植物試験場が建造された。面
積が約 80ha あり，1908 年に公園となり開放され，中山公園の原型となった。公園の東，西
と北側は植林地域と接し，南側は競馬場に隣接し，園門が南側に 1カ所のみ設置された。公園
と周辺地域の間に，物理的な構造物がなく，境界は開放式であった。 
日本統治時代(図 4-7)：公園の位置は依然として都市の郊外であった。当期における北東側
の太平山に属する一部の植林地域を公園内に定めたため(図 4-7,A)，公園の面積は約 123ha に
なり，前期の 1.5倍まで拡大された。南門は依然として利用され，境界も構造物がなく，開放
式であった。 
中華民国時代(図 4-7)：南東側の八大関と太平角別荘区がほぼ完成した。当区域は避暑地と
なった。周辺地域では用途の再調整に従って，公園と北東側の植林区域を分離することになり
(図 4-7,B)，面積が 81.8 ha まで縮小した。西側の住宅建設とともに，利用者が公園に入りや
すくするため，西門を設置し，主要な入口を 2カ所に増加した。公園の境界線に沿って生け垣
を作ったことで，境界は半開放式となった。 
 
 
図 4-1 中華民国統治時代の園門 
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3.2 構成要素 
 公園は太平山の南麓に立地しており，全体的には北東側の高地から南西側の低地へと傾い
ている。地形は公園空間の骨格となり，構成要素の配置を決めているため，本研究はGIS を利
用して地形図を解析した。「中山公園の分区計画」に各地勢によるゾーニングの区分に関する
記述を参考し，既往研究12）により勾配が0-3度，3-8度及び8度以上を類別基準とし，公園を平
地部(標高9-13m)，山麓部(標高13-26m)と山地部(標高26m以上)に分ける。 
 
3.2.1 水系 
ドイツ統治時代：(図4-7,表4-1)公園内の谷を利用し，数カ所の貯水池が建設された。総面
積が0.6haであり，南西側の平地部にある0.32haの水面が主体となった(図4-7,A)。その他は小
さく，点状で北西側の山麓部と東側の山地部に散在し，山麓部と山地部の水系がそれぞれ
0.08ha と0.19haであった。 
日本統治時代：(図4-7,表4-1)水系の規模，形式及び分布はほぼ変化せず。利用面から蓬莱
島湖（元南西の水面）が整備された(図4-7,B)。湖に蓬莱島が配置され，観賞性を向上された
ほか，利便性を重視したために周辺の園路の幅は拡大された。また，冬に蓬莱島湖がスケート
場として活用され，運動の視点から水系の改造が始められた。 
図 4-2 日本統治時代のスケート場 
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中華民国時代：(図4-7,表4-1) 太平山と青島山から水が導入され，散在する貯水池を貫通し，
南東と南西向きの数カ所の川が形成された(図4-7,C)。それゆえ，山麓部と山地部の水系は大
幅に増設され，前期よりそれぞれ0.54ha と0.29ha増設した。急に変化する地形を活用し，滝
の景観が形成された。同時に平地部の小西湖（元蓬莱島湖）は拡大され(図4-6) (図4-7,D)，
蓬莱島は取り除かれ，湖心に中国伝統的亭が設置された。また，木橋で亭と岸に連接され，水
上観光ルートが提供された。平地部の水系は前期より0.26ha増設した。水系の規模，形式と分
布は大きく変化した。総面積が1.68haに増設され，前期の2.8倍になり，形式も点状から線状
に変化した。 
 
 
表 4-1 各時期において水系の分布表 
 
 
 
図 4-3 中華民国時代の小西湖 
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図 4-4 境界と水系の変遷図 
（青島城市档案館が所蔵した各時期において公園の平面図より作成） 
3.2.2 施設 
ドイツ統治時代(図4-11,表4-2)：施設の種類が単一で，全て管理施設であった。数も12カ所
と少なく，生産温室や林務局，社員寮などの西洋建築（図4-8）で構成され，苗木を管理する
ために建設された。山麓部に分布する数が8カ所と最も多く，その他，山地部に4カ所がある。 
日本統治時代 (図4-11,表4-2) ：施設が3種類になり，数も19カ所と，前期の1.6倍になった。
南西側の平地部で蓬莱島湖をスケート場として活用したほか，南側の山麓部と北側の山地部に
動物舎と忠魂碑（図4-9）6カ所の教養施設が配置された。教養と運動の新機能空間が形成され 
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林務局                                     生産温室 
図 4-5 ドイツ統治時代において施設の写真 
 
 
忠魂碑                                   動物舎 
図 4-6 日本統治時代において施設の写真 
 
  
                     生産温室                 亭 
図 4-7 中華民国統治時代において施設の写真 
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表 4-2 各時期において施設の分布表 
 
 
た。平地部では，運動施設が配置された。山麓部では，管理施設 (8/12)と教養施設(5/6)の多
数が配置された。山地部では，管理施設(4/12)と教養施設の少数(1/6)のみ配置された。 
中華民国時代 (図4-11,表4-2)：施設が6種類まで増設し，総数も47カ所，前期の2.5倍に増
設した。一方，南側の平地部に動物舎，西側の山麓部に生産温室(図4-10)，東側の山地部に寮
などが増設されたため，教養と管理施設は，前期よりそれぞれ7カ所と6カ所増え，教養と管理
の機能を高めた。一方，南側の平地部と山麓部に中国伝統様式の亭(図4-10)，飲食店と幾何学
式の芍薬園，西洋庭園など8 カ所の修景，4 カ所の便益と3カ所の休養施設が新設され，幾何
学式と中国伝統様式が併存する空間が形成された。当期において平地部では，全ての運動施設
と多数の教養(8/13)，休養(2/3)施設が主体となり設置された。山麓部では，全ての修景施設
と多数の管理(12/18)，便益(3/4)施設が主体となり設置された。山地部では，少数の管理(5/18)，
便益(1/4)施設のみ設置された。 
 
3.2.3 園路 
 ドイツ統治時代(図4-11,表4-3)：南側の園門から北に向ける桜花路を主園路にし，往復式で
公園の南北を貫通した。途中から西へ抜ける副園路の入口が5カ所，東へ抜ける副園路の入口
が2カ所設置され，環状で主に西側の区域を回遊する（図4-12）。同時に，遊歩道が多量に設置
され，格子状に配置された。園路総計は12,639mになった。山麓部に分布する園路は6,446m と
最も長く，その他，山地部が3,792m，平地区が2,401mと分布していた。形式を見ると，地形を
合わせて自由曲線が多数採用されており，自然式であったと言える。 
日本統治時代(図4-11,表4-3)：主園路である桜花路の形態を保持しつつ，北へ延長された(図
4-13)。蓬莱島湖の周辺(図4-11,A)と公園の北東側にある数カ所の遊歩道(図4-11,B)を副園路 
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表 4-3 各時期において園路の分布表 
 
 
図 4-8 施設と園路の変遷図 
（青島城市档案館が所蔵した各時期において公園の平面図より作成） 
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とし，回遊の利便性を目指して整備された。北東側の植林地域を公園区域内に定めたため(図
4-11,C)，山地部の園路は前期より912m増加した。平地部と山麓部にある園路はほぼ変わって
おらず。総計は1,3400mまで増加された。形式は前期と同じく自由曲線を主体とし，自然式と
言える。 
中華民国治時代(図4-11,表4-3)：副園路の形式はほぼ前期と同じであった。主園路は，桜花
路の南側から西側に向ける銀杏路が増設されたゆえ (図4-11,D)，樹状の形となった。銀杏路
の増設により，その南側と北側にそれぞれが動物舎，西洋庭園などの施設が増設された。遊覧
の利便を高めるために，この区域に遊歩道が多量に追加された。それゆえ，平地部と山麓部に
ある園路は大幅に増設され，それぞれ936mと1,074m増設した。北東側地域と分離されたため，
山地部にあった園路は551m減少した。園路総計は14,332mになり，前期の1.1倍となった。形式
を見ると，増設された園路はほぼ直線であり，全体は自然式と幾何学式が併存する形と言える。 
 
 
図 4-9 ドイツ統治時代において西側の副園路 
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図 4-10 日本統治時代において桜花路 
 
 
図 4-11 中華民国時代において銀杏路 
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4. 空間構成の変遷特徴 
 
 上記の分析により，ドイツ統治時代において公園は都市の遠郊にあり，都市建設は公園の
発展に影響がなく，公園の境界は開放式であった。構成要素の分布から見ると，平地部では，
水系が最も多く，少数の園路も配置されたため，水系と林間観光空間が形成されている。山麓
部では，園路と管理施設の配置が最も多く，水系が僅少であり，管理と林間観光空間が主体と
なっている。山地部では，水系，園路と管理施設がすべて少数である。全体は植物景観が中心
で、遊覧と管理機能を主体とする空間を形成している。 
社会背景を結び付け，ドイツ統治時代において「中・欧分区」という政策を制定し，欧人区
の付近に立地した公園では，主な利用者が当区域に住んでいた外国人であった。1913年に欧州
人が2,411であり，中では，ドイツ人が1,855であった。これにより，当時期において公園の利
用者が少ないことがわかる。また，第2章で述べたように，当時期の公園は主に環境悪化など
の問題を解決するため建設された。初期の中山公園は造林計画における苗木の不足を解決する
ため，植物試験場として建造された。この後，公園となり開放されたが，園内の多くが果樹園
や苗圃場として使われた。以上のことは，公園が植物景観が中心で，遊覧と管理機能が主体と
する空間を形成された原因と考えられる。形式を見ると，地形を合わせる自由曲線の園路は西
洋式の建築と点状で配置された水系を繋げ，自然式の空間構成となっていると言える。当期に
おいて公園はドイツ総督府林務局により設計され，設計者または利用者の園林文化に応じて，
当時のドイツ国内で流行していたイギリス式庭園を基調として建設されたと考えられる。 
 日本統治時期においても公園は依然として都市の遠郊にあり，都市建設は公園の発展に影響
がなく，公園の規模は増長の勢いを保ち，境界も開放式が維持されていた。前期の構成要素を
そのまま利用したほか，観光の利便性を高めるため，園路の幅が拡大された。また多様な機能
の空間を提供し，スケート場，動物舎と忠魂碑が増設された。構成要素の分布から見ると，平
地部では，運動施設が増設されたため，水系と林間観光，運動空間が形成されていた。山麓部
では，多数の教養施設が増設され，林間観光，教養，管理空間が主体となっていた。山地部で
は，依然として林間観光空間が主体となっている。全体が遊覧，文化・教養，管理と運動機能
を主体とする空間を形成している。 
 当時期では，日徳戦争のため，青島市に住んでいた居留民の構成が大きく変わった。1920
年において居留民の国籍から見ると，欧州人が691に減少し，日本人が67,597人となり，ドイ
ツ統治時代において欧州人の約15倍に増加した。多くの日本人住民の移住による公園の利用者
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の増加から，休暇のための活動空間が多く必要となった。1917年に日本の造園家である本多静
六が青島市の公園を考察し，植物景観が中心とする中山公園に対して水系や施設，園路に関す
る改良案が提出された。利用者の増加や造園理論の進歩で，公園の機能を改善し，遊覧，管理，
文化・教養と運動機能を主体とするのに変容したと考えられる。形式を見ると，前期と同じく
自然式の空間構成である。社会背景を結び付け，当時期の日本国内では，近代化のために，欧
米先進国の文物や制度が導入された。園林の建設からみると，1906年に完成した新宿御苑や
1914年完成した武庫離宮などの庭園は，「平面幾何学式庭園」や「風景式庭園」等の要素から
なり，当時のイギリスで流行した設計法を用いていることがわかる。また，当期の公園は本多
静六により改造され，彼のドイツ留学が背景となり，イギリス式庭園の影響を受け，その形式
が伝承されたと考えられる。 
中華民国時代において，公園は周辺市街地の拡張及び都市交通の建設による影響を受け，規
模が減少し，外部施設を空間的に分断するために境界が半開放式になった。当段階から青島市
が中国に返還され，公園は記念物となり，中国人の建設力を表す象徴として建設された。太平
山と青島山の山渓から水を全園までに引き込み，動物舎や西洋庭園など多様な施設が増加され
た。また，施設への利便性を高めるために園路が多量に追加された。平地部では，水系と園路
が増設され，また運動施設の全てと教養，休養施設の多数が配置され，水系と林間観光や休息，
または運動，教養空間が主体となっている。山麓部では，水系と園路が増設され，また多数の
管理，修景，便益施設が配置され，観光や休息，または便益と管理空間が主体となっている。
山地部では，主に水系が増設され，水系遊覧空間が主体となっている。全体は遊覧，休憩，文
化・教養，運動機能を主体とする空間で形成されている。 
当段階では青島市が中国に返還され，中国人が公園を利用できるようになった。また，周辺
市街地がほぼ完成するとともに，当段階の青島市が観光都市と位置付けられ，中山公園が「青
島十景」の一つとされ，観光客を集める機能を持つため，利用者が激増した。園路の幅や水系
の拡大，各施設の増設による活動空間の増加が来訪者の激増への対応によるものと考えられる。
形式を見ると，自由曲線と直線で構成された園路は，幾何学式及び中国伝統様式の施設と線状
で配置された水系を繋げ，前期のイギリス庭園を基調とし，西洋幾何学式と中国伝統造園様式
も融合された形式と言える。これは，当時多様な西洋文化が中国に導入されたことで，西洋幾
何学式が公園に現れたと考えられる。また，公園は中国林業学専門家である凌道揚が多くの中
国人に向けて設計し，中国伝統的な庭園要素が現れたと考えられる。 
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5. まとめ 
 
本研究は，青島市中山公園を研究対象とし，公園の建設段階を3つにわけられた。公園の境
界，構成要素の配置と敷地の利用から空間構成の変遷特徴を明らかにした。 
中山公園の形成及び変遷が，各時期において社会背景及び文化による影響を受け，利用者数
及び属性に応じて，建設されたと考えられる。ドイツ統治時代において，公園は設計者と利用
者である欧州人の園林文化に応じて，当時のドイツ国内で流行していたイギリス式庭園を基調
として建設されたと言える。日本統治時代において，当時の日本国内の園林文化やドイツ留学
経験を持つ設計者が背景となり，イギリス式庭園の影響を受け，その形式が伝承されたと言え
る。中華民国時代において，多様な西洋文化が中国に導入されたことや中国の設計者が多くの
中国人に向けて設計し，中西の造園文化に応じて，西洋幾何学式及び自然式と中国伝統造園様
式が融合されたと言える。また，来訪者の増加に応じて，最初の平地部と山麓部で自然景観が
豊富な遊覧空間から園内各地形を活用することで文化教養やレクリエーションなどの機能を
多く有する空間へと変化したと考えられる。 
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第五章 八大関別荘の外部空間の構成特徴 
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1. 研究背景と目的 
 
 前章は公園の空間構成の特徴を解明した。本章では，私的庭園を着目し，その空間構成の特
徴を明らかにする。公園と個人庭園を含め，本論は民国時代における青島市の園林空間を総合
的に分析を行う。 
 青島市は中国近代における最初の租借地都市 （1897-1914）で,ドイツが制定した都市計画
にのっとり，漁村から発展してきた。中華民国統治時期の 1929年から 1937 年までの間は，中
国の軍閥内戦が終わった後，政局が暫く安定した時代であった。沿海部と内陸部の中心都市は
新たな建設の繁盛期を迎え，中では青島はリゾート都市として開発された。そのため，青島特
別市政府による「青島市暫行建築計画（1931）」が策定され，八大関別荘区はこの計画通りに
建造された 1）。 
八大関別荘区は，生活や休養,避暑などを目的として外国人や中国の富豪に向けて建設され，
建設当期に制御が厳しく，完成後に大改造行っていない 2）。区内にある別荘の保存状態が良好
で，集中的に民国時代に建設された別荘の様式や生活文化などの特徴を反映している。青島に
ある諸別荘の代表的な手本と認められる。また，八大関別荘区は，大規模で多様な建築スタイ
ル,全体が西洋式にレイアウトされた庭園空間が特徴的であり,民国時期の代表的な別荘区の
一つと言える。それゆえ，八大関別荘に関する研究が青島市または中国近代建築及び庭園研究
に対する研究は欠かせない。 
 しかし，近年八大関別荘の環境整備 3）や建築の保護 4）などの法規が多く存在するが，建築
の外部空間はあまり注目されていない。既往研究はドイツ統治青島時代の都市計画 5）6）7）や建
築 8）9）10）などの研究が多く，民国時代に建築の概況 11）12）13）などの研究は増えてきたが，別
荘の外部空間の構成特徴に関しては，まだ研究されていない。 
 本章では，八大関別荘区を対象に，別荘の外部空間の構成要素を分析することにより，別荘
の外部空間の構成特徴を明らかにすることを目的とする。また，社会背景と文化背景などを結
び付け，その構成特徴の形成原因について検討する。 
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2. 研究対象 
 
 2001年に中華人民共和国国務院の第五陣の文化遺産保護制度のうち，別荘区全体は，「全国
重点文物保護単位」として国家級の文化遺産に認定された。保護の範囲は，湛山大道，栄成路
と匯泉路で囲合する沿岸地域である（図 5-2）14）。 
 20 世紀 30年代から 20世紀 40年代まで，八大関別荘区はほぼの建設が完成され，190棟余
りの別荘が建設された。2011 年「青島八大関近代建築文物保護計画」のうち，八大関別荘区
にある建築は代表建築，一級建築，二級建築と普通建築を分けられた 15）。代表建築は，他の
建築よりよく保存されたため，本研究は，別荘の時代特徴を明らかにし，そこで，「青島八大
関近代建築文物保護計画」の代表対象となった 35 カ所から，当時にホテルと教会で使われた
2 カ所を除き，33カ所の住宅地を研究対象として定める（表 5-1，図 5-1，図 5-3）。 
 
 
図 5-1 研究対象の写真（著者撮影） 
89 
 
 
 
 
図 5-2 研究対象の位置図（「青島地図通鑑」18）に 1935年の大青島発展計画図により作成） 
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3. 研究方法 
 
 まず，八大関別荘に関する報告や保護計画，歴史書籍などの文献資料により，研究対象を確
定し，完成年代や所有者，面積などの基本情報をまとめ，一覧表を作成した（表 5-1）。また，
2015 年 3 月に青島市文書館や青島市都市建設文書館，青島市図書館を訪ね，別荘の配置図な
どに関する資料を調査収集した。別荘への現地調査も同時に行い，建築と庭園の現存する状態
を確認した。 
 次に，「青島市市街図（1939）」や「青島八大関―歴史文化街区研究」にある建築の分布図，
青島市都市建設文書館で収集した別荘の配置図により，別荘の平面図を描いた（図 5-5）。そ
して，園路と植栽は建造当初の姿について考証ができないため，本研究は既往研究に基づき
16）17），外部空間の構成の枠組みとなる敷地範囲の限界，エントランスの形式，緑地の配置と
動線の配置，4部分に分けて分析する。また，客観的に外部空間の構成特徴を把握するために，
上記 4部分の分析結果に基づき，階層クラスター分析を行うことで構成特徴を類型し，ワード
法と平方ユークリッド距離によるデンドログラムを切りわけることにより 3 タイプにわける。
各タイプの外部空間の構成特徴を明らかにする。 
 
 
図 5-3 研究対象の写真（著者撮影） 
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表 5-1 研究対象の一覧表 
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図 5-4 八大関別荘区内にある研究対象の位置 
（青島市都市建設文書館で所蔵した八大関別荘の分布図により作成） 
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図 5-5 研究対象の平面図 
（青島市都市建設文書館で所蔵した民国時代において別荘の配置図により作成） 
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4. 外部空間の構成要素 
4.1 敷地範囲の境界 
 別荘の敷地範囲の境界を整理したことで，周辺街路との限界要素は，限界物なし，透かしが
ある塀，高塀の 3種類である。限界物なしの場合は，庭園から周辺環境を一望することができ
る。本研究では，開放式と定義する。透かしがある塀の場合は，塀が低く，塀の上に鉄製フェ
ンスや木製フェンス，飾り塀（レンガで透かし模様に仕立てた塀）が作り，透かしの中に周辺
環境が見え隠れすることができる。本研究では，半開放式と定義する。高塀の場合は，塀が高
すぎ，庭園から周辺環境が見えない。本研究では，閉鎖式と定義する（図 5-6）。 
 33 カ所の対象地のうち，半開放式は 27 カ所と最も多く，その他，閉鎖式が 5 カ所であり，
開放式が 1カ所である。別荘ほぼは，今までの中国伝統的な住宅である内向的で，閉鎖された
高塀と違った境界が表れる。周辺環境と関わる開放された空間となり，中国人に新しい住宅形
式や生活方式を提供した。 
 
図 5-6 敷地範囲の境界 
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4.2 緑地の配置 
 緑地が敷地内の位置および配置方式を把握することで分類する（図 5-7）。緑地の配置は，
中線分離型（T），建築前型（F），庭園周り型（R） と曲線型（C）の 4 種類に分けられた。中
心分離型（T）は，建築のエントランスから庭園の入り口までが一直線であり，緑地はこの直
線の両側に設置されることである。建築前型（F）は，緑地が建築のエントランス前に設置さ
れることである。庭園周り型（R）は，建築のエントランス以外，塀周りに緑地が設置される
ことである。曲線型（C）は，緑地が曲線の形式で，庭園全体に設置されることである。 
 別荘の緑地の配置はこのような 4 種類に基づき，混合の配置形式もある。建築中心型と庭園
周り型の組合（F+R）が 11カ所であり，中心分離型と庭園周り型の組合（T+R）が 9 カ所であ
る。単独配置の形式は，曲線型（C）が 9カ所であり，庭園周り型（R）が 4 カ所である。中線
分離型（T），建築前型（F）は単体では見られなかった。 
緑地の配置は，主体建築の位置や向き，人の活動空間，動線，街路との関係などを考えて設
計したと考えられる。例えば，中央分離型は，建築から敷地外の景色が見え，また，街路から
建築を見せるようになった。それから，建築前型は，建築の入口に緑地を配置することで，庭
園のプライベート性が確保された。また，曲線型の形式は湾曲している曲線形によって空間が
構成されており，庭園自体の鑑賞性が高められた。 
 
 
図 5-7 緑地の配置 
 
 
 
 
 
96 
 
4.3 動線の配置 
 外部空間の主要な特徴を明らかにするために，本研究は，敷地の正門から建築の主な入口
までの動線を分析する。動線の方向を変える転回が何回あるか分析することで，転回なし，転
回 1 回，転回 2 回，転回 3 回の 4 種類に分けられる（図 5-8）。転回なしは，敷地の正門と建
築の主な入口が一直線である。転回 1 回は，敷地の正門が建物の主な入口に対して側面にある。
転回 2回は，敷地の正門は建物の主な入口と同じ方向に位置しているが，軸はずれている。転
回 3回は，敷地の正門が建物の主な入口に対して後ろ側にある。 
研究対象を整理することで，転回なしの動線は 15 カ所と最も多く，次いで，転回 2 回が 9
カ所であり，転回 3回が 5カ所であり，転回 1回が 1カ所のみある。 
 
図 5-8 動線の配置 
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4.4 エントランスの形式 
 建築の外部空間と内部空間の結合部であり，過渡空間でもある母屋のエントランスは，階
段，玄関ポーチ，玄関ポーチ・バルコニー，ビルディ・ベランダの 4 種類に分けられる（図
5-9）。階段，玄関ポーチの形式は階段の配置によりエントランスが高くなっている。玄関ポー
チ・バルコニー，ピロティ・ベランダの形式で階段，玄関ポーチに加えて二階の空間が設置さ
れら。 
 階段，玄関ポーチ，玄関ポーチ・バルコニーがそれぞれ 12カ所，10カ所，10 カ所があり，
割合がほぼ同じなのに対し，ピロティ・ベランダの形式は 1カ所しかない。 
 
 
 
図 5-9 エントランスの形式 
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5. 別荘の外部空間の構成特徴 
 
上記の敷地の境界，緑地，動線，エントランスのデータに基づき，33 カ所の対象がクラス
ター分析を行う。ワード法と平方ユークリッド距離によるデンドログラムを切り分けることに
よりグループ A，グループ B とグループ Cが得られる(図 5-10)。 
 
 
図 5-10 別荘の外部空間に対するクラスター分析 
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5.1 グループ A 
 
グループ A（11 カ所）（図 5-11）に関する別荘は，9 カ所（NO.1,9,13,14,17,26,31∼33）の
半開放式の中に 6カ所（NO.1,9,13,14,17,33）の緑地の形式が中心分離型と庭園周り型の組合
であり，3 カ所（NO.26,31,32）の緑地の形式が庭園周り型である。1 カ所（NO.26）の動線の
形式が転回 1回以外，すべての動線が転回なしである。2 カ所（NO.11,12）の閉鎖式の中にす
べての緑地の形式が庭園周り型であり，動線の形式が転回なしである。エントランスに関して
は，4 カ所（NO.1,13,14,17）が階段（S）であり，7カ所（NO.9,11,12,26,31∼33）が玄関ポー
チ（P）である。 
グループ Aの多くの対象地は，半開放式の塀で，周辺環境に開放された。転回なしの動線は，
建物を呈し，エントランスから一直線で街路へと向かわせ，周辺環境への視野を広げている。
転回 1 回動線の対象（NO.26，嘉峪関路 7号）は，建築は直接に街路と繋がっていないが，建
物の前に緑地を設置しないことで，広い視野を確保することができる。2カ所の閉鎖式で，た
とえば，NO.11（韶関路 22号）は転回なしの動線の両側を緑地で設置し，建物の入口から周辺
環境が見られるようにする。以上の分析から，グループ Aの外部空間は視野を広く持つ開放式
に傾く庭園空間を営造する。 
 
図 5-11 グループ A の外部空間の構成特徴 
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5.2 グループ B 
 グループ B（8カ所）（図 5-12）に関する別荘は，6カ所（NO.4,15,24,25,29,30）の半開放式
の全ての緑地が曲線型であり，その中の 5カ所（NO.4,15,24,25,30）の動線が転回なしであり，
1 カ所（NO.29）の動線が転回 1回である。また，1カ所（10）の開放式と 1カ所（16）の閉鎖
式である別荘は，緑地が曲線型であり，動線が転回 1回である。エントランスの形式に関して
は，3カ所（NO.10,15,30）が階段（S）であり，2 カ所（NO.24,25）が玄関ポーチ（P）であり，
3 カ所（NO.4,16,29）が玄関ポーチ・バルコニー（PB）である。 
グループ Bは全ての緑地が曲線型であり，湾曲している曲線で，回遊空間を作り出し，庭園
がより観賞性を持たせる。5 カ所の転回なしの動線である対象は，建物のエントランスと敷地
外部と一直線に繋がり，広い視野を持たせる。グループ Aより転回 1回の動線が増え（3カ所），
建築のエントランスが転回することで庭の入口との直接的な繋がりを避け，庭のプライバシー
を守る。転回 1 回の動線である 3カ所のうち，エントランスが玄関・バルコニーという形式は
2 カ所あり，たとえば，29（函谷関路 1 号）は街路から直接に室内を見られないように動線を
設定するとともに，エントランスの二階空間で周辺環境への広い視野を確保する。残りの動線
が転回 1 回の対象（NO.10，臨淮関路 2 号）は，エントランスが階段の形式であるが，塀は開
放式であり，周辺環境との繋がりを保持できる。グループ Bは，周辺環境との関連性を持たせ
るとともに，グループ Aの簡単な緑地形式の代わりに，湾曲している曲線型の緑地で回遊空間
を作り出し，庭自体の空間にもより観賞性を営造する。 
 
図 5-12 グループ B の外部空間の構成特徴 
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5.3 グループ C 
グループ C（14 カ所）（図 5-13）に関する別荘は，12カ所（NO.2,3,5∼8,18∼20,22,23,27）
の半開放式の中に 1 カ所（NO.6）の緑地が曲線型以外，11 カ所の緑地が建築前型と庭園周り
型の組合せである。半開放式 12 カ所のうち，7カ所（NO.2,3,5,7,22,23,27）の動線が転回 2
回であり，5カ所（NO.6,8,18∼20）が転回 3 回である。2 カ所（NO.21,28）の閉鎖式の対象は
動線が転回 2 回であり，中には 1 カ所（21）の緑地が建築前型と庭園周り型の組合であり，1
カ所（NO.28）が庭園周り型である。エントランスの形式は，5 カ所（3,19∼22）が階段（S）
であり，1 カ所 （NO.8）が玄関ポーチ（P）であり，7 カ所（NO.5∼7,18,23,27,28）が玄関ポ
ーチ・バルコニー（PB）であり，1カ所（NO.2）がピロティ・ベランダ（VC）である。 
グループ C の対象地は緑地と動線の配置で宅地内のプライバシーを保障できる。11 カ所は
建築の前で緑地を設置し，たとえば，23（武勝関路 10 号）は植物で建物を隠している。転回
2 回の動線では，街路から直接に室内を見られないように動線を設定する，空間のプライバシ
ーを守る。対象地全体に 10 カ所の玄関・バルコニーという形式で，7 カ所は C 組に属し，玄
関・バルコニーの 2階の空間を利用して，周辺環境との関連性を持たせる。 
 
図 5-13 グループ C の外部空間の構成特徴 
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以上のことから，全てのグループにおいて半開放の塀，転回なしの動線あるいはエントラン
スの二階空間により，周辺環境の景色を生かす特有の庭園空間が形成されている。欧米住宅に
一層近く，シンプルな動線や庭を開放し，建築ボリュームを目立たせるなどの外向・開放の特
徴が見られる。一方，一部の別荘は転回多回の動線や建築前に緑地を配置されることで，中国
の伝統的な住宅に一層近く，プライバシーを守る動線や街路から建築への視線が遮られるなど
の内向・閉鎖の特徴が見られる。 
民国時代の社会と生活は，洋房や洋服は社会地位の象徴となった。別荘は中国の富豪や外国
人などの上流階級に向けて建設され，利用者はより西洋的な生活をしていた。別荘の外部空間
は自然景色を楽しむため，周辺環境の景色を生かす特有の庭園空間が形成されるのは，欧米住
宅様式や文化を模倣して建設され，中国上流階級の生活方式及び社会地位への需要の一致した
ものであったと考えられる。また，一部の別荘は，中国の設計者或いは中国人に向けて建設さ
れ，伝統的な生活様式と思想などがまだ意識に強く残っていた中国人にとっては，緑地と動線
の設置により，プライバシーを重視すると考えられ，中国伝統的な内向・閉鎖の生活方式に応
じて形成されたと考えられる。以上より，別荘は西洋的な様式である周辺に開放される外部空
間に中国伝統の住宅でプライバシへ工夫の特徴を取り入れたと考えられる。 
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6. まとめ 
 
本章では，中華民国時代における青島市で建設された別荘の調査と分析を行い，グループ A，
グループ B，グループ Cの 3 つに分類した。外部空間の構成特徴について下記のことが明らか
となった。 
 グループ A では，半開放式の塀や転回なしの動線と動線の両側に緑地を設置されたことで，
建築入口から一直線で街路へと向かわせ，外部空間に視野を広く持つ開放式に傾く庭園空間を
営造する。グループ Bでは，半開放の塀や転回なしの動線或いはエントランスの二階の空間で
周辺環境への広い視野を確保する。一方，グループ Aの簡単な緑地形式の代わりに，湾曲して
いる曲線型の緑地で回遊空間を作り出し，周辺環境との関連性を持たせるとともに，庭自体の
空間にもより観賞性をもたせる。グループ Cでは，転回 2回と 3回の動線と，建築前に緑地を
設置されたことで，外部空間のプライバシーを守るなどの工夫がみられる。一方，半開放の塀，
またはエントランスの二階の空間で周辺環境への広い視野を確保できる。 
 歴史背景と文化背景を結び付け，別荘の外部空間は，西洋文化の主導で，周辺環境に開放さ
れた一方，動線と緑地によるプライバシーへの工夫の中国の伝統住宅の特徴を取り入れたと考
えられる。 
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第六章 立地特性からみた八大関別荘と周辺環境の関係 
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1. 研究背景と目的 
 
 八大関別荘区は，都市の中心部から離れ，地形の起伏が多い海沿いの丘陵地帯に位置してい
る。周辺の景色を楽しむため，別荘区が海岸線と地形の起伏に順応し，配置されている（図
6-1）。また，中国の伝統的な住宅と異なり，開放的な配置を通して山海の景色を生かす別荘区
特有の庭園空間が作られている。 
 前章では，八大関別荘区に建築の外部空間に着目し，構成要素の配置から，庭園空間の構成
特徴を解析した。本章では，その研究の範囲を広げ，別荘と周辺の山，海との位置関係や視線
関係を注目し，別荘の立地特性と周辺環境との関係を明らかにすることを目的とする。 
 既往研究は主に，ドイツ統治時代の都市計画 1）2）や公共緑地 3），建築の概況 4）5）と変遷など
に集中している。民国時代の青島市住宅区の研究に対しては，建築概況 6）7）だけに留まって
いる。また，別荘区に対する研究も，建築と庭園の位置関係及び庭園と建築の面積比だけ 8）
に留まっている。別荘区の立地特性と周辺環境との関係についてはまだ研究が成されていない。 
 
図 6-1別荘区の鳥瞰図（青島市文書館所蔵） 
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2. 研究対象 
別荘区の建築が全面的に記載されている「青島八大関-歴史文化街の研究」＊1を参考にする。
1920年代から 40年代まで，別荘区の中には主体建築と付属建築が約 300棟を建設された。主
体建築は周辺の景色を楽しむため，海岸線と地形の起伏に順応し，配置されている。付属建築
は倉庫，キッチンなどで，周辺環境と関係なく庭の隅に設置されるため，本研究は付属建築に
ついての分析は行わない。現在 190 棟の主体建築が保存されているが，本研究は，民国時代に
建設され，立地特性と周辺環境の関係が確認できる 115 棟を研究対象とする（図 6-2，表 6-1）。 
 
図 6-2 研究対象の平面図 
（「青島八大関―歴史文化街の研究」8）に建築分布図と 1949年の道路詳細図により作成） 
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表 6-1 研究対象の一覧表 
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3. 研究方法 
 
まず文献と現地調査により，研究対象を確定し，完成年代，住所，階層などの基礎情報を整
理する（表 6-1）。資料から研究対象の平面図を描いた。また Google Earth と Google SketchUp
を用いて地形情報を抜き出し，地形図を作成する 9）。これら両方を合わせて全体の平面図（図
6-2）を制作する。次に，「青島市市街図（1935，1949）」から，別荘区と周辺の海湾及び山と
の位置関係（方角と距離）を整理する。そして別荘ごとに，建築を中心とした立地特性を標高，
斜面の向き，建築の向き及び可視領域から把握する。これらのデータを用いたクラスター分析
により，各別荘を分類し，グループごとの立地特性を明らかにする。その後，グループごとの
周辺環境との関係を，海岸線，敷地内の地形，海湾及び山との位置関係や可視領域から明らか
にする。 
 
図 6-3 対象地の位置図（「青島地図通鑑」12）に 1935年の大青島発展計画図により作成） 
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4. 周辺環境 
 
 別荘区は青島市の東南部に位置し，匯泉角海岬と太平角海岬の間の沿海の丘陵地帯であり，
面積は約 70haである（図 6-3）。西の匯泉湾までは 0-960m，南の太平湾までは 20-930mの距離
がある。海湾まで 0-175 m の距離があり，海岸線に平行な山海関路，黄海路，匯泉路に集中す
る別荘は海湾の全てを一望できる。また，海湾まで 175-960m の距離がある対象地の内側の道
路（図-6-3）に沿っている別荘は，海湾が遠くに見える。北側の太平山（標高 150m）までは
380-1545m，北西の福山（標高 63m）までは 1030-1740m，京山（標高 128m）までは 1080-2050m
の距離があり，山の輪郭だけしか見えない。夏季は南東の季節風，冬季は北西の季節風に見舞
われる。 
 太平山は青島市内の第一の高峰で，山の地形は起伏が多く蛇行している。ドイツ統治時代に
森林公園として利用されていたことから，植物の種が豊富である。福山の山腹にはドイツ統治
時代に別荘区が建設され，福山を眺めると緑林の中で赤色の屋並の色のコントラストが鮮明で
ある。京山はその見通しの良さから戦略的に重要な土地であり，清朝とドイツ統治時代には相
次いでここに砲台が作られた。太平湾の海岸線は湾曲しており，約 3kmであり，両端の岬に岩
礁が分布しており，中部には大面積の砂浜がある。匯泉湾の砂浜は約 600mで，幅は約 40mで
あり，ドイツ統治時代に青島において最初で最大の海水浴場となり，外国人が夏季に使う社交
場所として開発された（図 6-4）。 
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図 6-4 別荘区の周辺環境 
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5. 八大関別荘の立地 
 
5.1 標高 
 研究対象の標高を整理すると（図 6-5），多くの別荘は 17-27mの間に分布し，93 カ所あり，
総数の 80.9%を占める。中でも，18m に分布する別荘は 13 カ所と最も多く，その他，17m，21m:5
カ所，19m:8カ所，20m:11 カ所，22m:7カ所，23m，24m:10 カ所，25m:9カ所，26m:8 カ所，27m:7
カ所に分布している。10m以下の別荘は主に 9mに集中している。さらに，13m:3 カ所，12m，
14m，28m:2カ所に分布し，4m，6m，7m，10m，11m，15m，16m:1 カ所に分布している。 
 
5.2 斜面の向き 
 別荘区内には丘，尾根，谷等の微地形が存在しているが，斜面全体の傾斜には影響なく，
高地から周辺低地へと傾いている。最高点（標高 28m エリアの中心）を原点として 10），対象
地の斜面を南東，南西，北西，北東の 4 種類に分ける（図 6-6）。北東斜面に分布する別荘は
56 カ所と最も多く，48.7%を占める。南西斜面に分布する別荘は 28カ所あり，24.3%を占める。
南東斜面に分布する別荘は 21 カ所あり，18.2%を占める。西北斜面に分布する別荘が一番少な
く，10カ所であり，8.6%を占める。 
 
 
図 6-5 標高 
 
図 6-6 斜面の向き 
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5.3 建築の向き 
 建築の主入口は日常生活で利用する空間であり，かつ，レジャーに使える空間にもなって
おり，また景色を観賞するための重要な空間でもあることから建築の主入口の向きは主なる景
色を観賞する方向と一致する。建築の向きを東，南東，南，南西，西，北西，北と北東向きの
8 種類に分ける（図 6-7）。南西向きの別荘が 41カ所と最も多く，35.7%を占める。北西と南側
向きの別荘は 22 カ所，21 カ所であり，それぞれ 19.1%と 18.3%を占める。その他，南東向き
の別荘が 8カ所があり，東向きが 7 カ所，北東向きが 7 カ所，西向きが 5カ所，北西向きは 4
カ所である。 
 
5.4 可視領域 
 別荘区内の建築は 1940 年代まで毎年増加を続け，初期に建設された建築は眺望に影響を受
ける。そこで，研究対象を年代毎に Google SketchUp 三次元地形モデルに入れ，研究対象を中
心とし，各方向断面図を描き，可視領域を解析し，無遮蔽，部分遮蔽，全遮蔽（図 6-8）の 3
種類に分ける。無遮蔽とは敷地内部の地形や建築が研究対象の視線に障害を及ぼさないものを
指す。部分遮蔽とは敷地内部の地形と建築により，視線の一部が遮られたものを指す。全遮蔽
とは敷地内部の地形と建築によって，周辺環境が見えないものを指す。南東方向の無遮蔽の別
荘の数は 11 カ所， 南西 3カ所，北西 31カ所，北東 20 カ所である。南東方向の部分遮蔽の別
荘は 64 カ所，南西 89 カ所，北西 50 カ所北東 87 カ所である。南東方向の全遮蔽の別荘は 39
カ所，南西 23カ所，北西 33 カ所，北東 8カ所である。 
 
 
 
 
図 6-7 建築の向き 
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図 6-8 可視領域 
 
 
 
 
 
図 6-9 NO.8 山海関路 21号から匯泉湾への眺望（著者撮影） 
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6. 立地特性と周辺環境の関係 
 
上記 4 部分の立地条件に基づき，ユークリッド距離を用い，Ward 法による階層クラスター
分析を行う。グループ A，B，Cが得られた（図 6-10）。また，各グループ内の研究対象数が多
く，立地特性も異なる傾向にあるため，グループ A，B，Cの分類だけでは，立地特性の説明が
煩雑なものとなる。そこで，各グループを，立地要素の傾向毎に分け，立地条件に共通点が多
い研究対象をまとめて細分類する（表 6-1，図 6-10）。これにより，グループ A，B，C の全体
特徴を明確に総括でき，また，周辺環境との関係も同様に総括できる。 
 
図 6-10 別荘に対するクラスター分析 
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6.1 グループ A 
 
 グループ A（18 カ所）は，標高 4-14ｍにあり，丘の麓に位置する。研究対象は南斜面（南
東，南西）にのみ分布し，南西斜面に位置する一部の別荘は北西を向き，南東方向の可視領域
は全遮蔽である。それ以外の南西斜面に位置する別荘の全ては西方向（南西，北西）を向き，
どの方向も可視領域は全遮蔽がない。南東斜面に位置する別荘は南方向（南西，南東）を向き，
北西方向の可視領域が全遮蔽である。このように，グループ A は，建築の向きと位置する斜
面から，3 種類（A-a，A-b，A-c，）に分けられる。 
（1）A-a について 
A-a（8 カ所）は南西斜面の西側に立地し，標高 9-13ｍにあり，建築は北西を向いている。
可視領域は，全て北西方向が無遮蔽，北東と南西方向が部分遮蔽，南東方向が全遮蔽である。 
周辺環境との関係を見ると，A-aは全て西の匯泉湾を向き，匯泉湾を一望できる。無遮蔽で
北西側の福山，京山全体が見える。部分遮蔽で北側の太平山の一部が見える。全遮蔽で南東側
の太平湾が見えない。原因は，A-a の北西方向には明らかな妨害地形がないが，東側と北東側
に丘陵が存在していることにある。A-aは全て匯泉湾の海岸線に沿って存在し（図 6-3），匯泉
湾までの距離 20-105ｍである。以上より，A-a は，匯泉湾の眺望を確保し，福山と京山に対
する良好な視線を持っている型＊2である（図 6-11）。 
（2）A-b について 
A-b（5カ所）は南西斜面の東側に立地し，標高 4-14ｍにある。建築の向きは，北西が 3カ 
 
 
図 6-11 グループ A に属する別荘の立地特性と周辺環境の関係 
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図 6-12 グループ A に属する別荘の分布図 
 
所，南東が 1 カ所，南西が 1 カ所である。可視領域は，NO.7 の南東，南西方向が無遮蔽，北
東，北西方向が部分遮蔽であるが，他は北東方向が無遮蔽，南東，南西，北西方向が部分遮蔽
である。 
A-b は，全て太平湾か匯泉湾がよく見渡せる。NO.8，107，115 が西の匯泉湾を向き，NO.7，
108が南の太平湾を向いている。NO.7 は福山，京山への視線が部分遮蔽となるが，他は無遮蔽
で福山，京山全体が見渡せる。全て部分遮蔽で太平山の一部が見える。原因は A-a と類似し
ており，全て海岸線に沿って存在し（図 6-3），海湾までの距離は 0-150ｍである。以上より，
A-b は海湾の眺望を確保する 3）と同時に，福山と京山に対する良好な視線も持っている型で
ある＊2（図 6-11）。 
（3）A-c について 
A-c（5 カ所）は南東斜面に立地し，標高 10-14ｍにあり，建築の向きは，南西向きが 3カ所，
南東向きが 2 カ所である。可視領域は，全て北東方向が部分遮蔽，北西方向が全遮蔽である。
そのうちの NO.1-3 は南東と南西方向が部分遮蔽，NO.73，74 は南東と南西方向が無遮蔽であ
る。 
A-cの全ては南の太平湾へ向かい，太平湾の全てを見渡せる。北西側の福山，京山，匯泉湾
は全遮蔽で見えない。原因は，A-cの分布位置の三方が丘陵に囲まれていることにある。A-c の
全ては太平湾の海岸線に沿って存在し（図 6-3），太平湾までの距離は 20-170ｍである。以上
より，A-cは太平湾への良好な視線を持っている型である＊2（図 6-11）。 
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以上より，グループ A は，全て南斜面に立地し，海湾を向きながら海岸線に沿って分布する
海湾の眺望を確保する形式である（図 6-12）。海湾の景色を観賞すると同時に，福山と京山へ
の良好な視線を意識して配置されている。別荘区は周辺にある山地と海湾の景色を楽しむため，
街路の計画は海岸線と地形の起伏に順応する 11）。グループ A に属する別荘は，ほぼ街路を向
いているが，街路との利便性を考慮したうえ，海湾景観の確保も意識した立地と言える。 
 
6.2 グループ B 
グループ B（47カ所）は，標高 16-21ｍにあり，丘の中腹に位置する。南斜面及び北斜面に
ある別荘の数はほぼ同じである。北東斜面に位置する一部の別荘は，南東向きであり，南西方
向の可視領域が全遮蔽である。それ以外の北東斜面に位置する別荘は北西向きであり，南東方
向の可視領域が全遮蔽である。北西斜面に位置する別荘の多くは西向き（南西，北西）に集中
し，南東方向の可視領域が全遮蔽である。南斜面に位置する別荘の多くはほぼ南側（南西，南
東）を向き，北西方向の可視領域は全遮蔽である。このように，グループ B は立地する斜面
から，4 種類（B-a，B-b，B-c，B-d）に分けられる。 
（1）B-a について 
B-a（8 カ所）は北東斜面の北側に立地し，標高 18-22ｍにあり，建築の向きは， 南東が 7
カ所，北西が 1カ所である。可視領域は，6カ所の北東方向が無遮蔽，南東と北西方向が部分
遮蔽，南西方向が無遮蔽である。2 カ所において北東と北西方向が部分遮蔽，南東と南西方向
が全遮蔽である。 
B-a は全てが山や海ではなく街路を向いている。B-aの多くは全遮蔽で太平湾（8 カ所），匯
泉湾（8 カ所），福山（5カ所），京山（5 カ所）が見えないが，無遮蔽で太平山（8 カ所）がよ
く見える。原因は，B-aと海湾，福山，京山との間に建築や丘陵が存在しているが，太平山と
の間に障害にならないためである。B-a は太平山に対する良好な視線を持っている型である＊2
（図 6-13）。 
（2）B-b について 
B-b（11カ所）は北東斜面の外側に立地し，標高 17-19ｍにあり，建築の向きは，北西が 10
カ所，南東が 1カ所である。可視領域は，全て北西が無遮蔽，南西が部分遮蔽である。9カ所
の北東が部分遮蔽，南東が全遮蔽である。2カ所の北東が無遮蔽，南東が部分遮蔽である。 
B-b は，南東側の街路を直接向いている NO.60 以外，全ては北西の福山，京山に向いてい
る。B-b は無遮蔽で福山（11 カ所），京山（11カ所），太平山（9カ所），匯泉湾（11 カ所）は 
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図 6-13 グループ B に属する別荘の立地特性と周辺環境の関係 
 
見えるが，太平湾は見えない。原因は，B-bが敷地内の最高点の北西側にあって，北方向と北
西方向の山地が障害にならないためである。B-b はほぼ山地景観を確保する「3」と同時に，匯
泉湾に対する良好な視線を持っている型である＊2（図 6-13）。 
（3）B-c について 
B-c（7 カ所）は北西斜面と南西斜面の外側に立地し，標高 18-21ｍにあり，建築の向きは，
南西が 4 カ所，北西が 3カ所である。可視領域は，全てにおいて北西方向が無遮蔽，南西と北
東方向が部分遮蔽，南東方向が全遮蔽である。 
B-cは西側の匯泉湾へと向いており，競馬場を隔てて西側の匯泉湾が見える。太平湾は見え
ないが，無遮蔽で太平山，福山，京山が見える。原因は，当立地が B-b と類似することである。
B-cは匯泉湾まで 130-360ｍの距離があり， A-bと同様に海湾を眺めることができるが，距離
が遠いことから海湾との関係は弱い。2 カ所が街路を向かず，匯泉湾を向いている。B-c は匯
泉湾への眺望を確保する 3）と同時に，周りの山地景観に対して良好な視線を持っている型で
ある＊2（図 6-13）。 
（4）B-d について 
B-d（21 カ所）は南斜面と北西斜面の南側に立地し，標高 16-22m にある。建築の向きは，
南側が 10カ所，南西が 5カ所，南東が 2カ所，北東が 2 カ所，東が 2カ所である。可視領域
は，14 カ所の北西，南西，北東方向が全遮蔽，7カ所の南西，北東，北西方向が部分遮蔽であ
る。 
120 
 
 
図 6-14 グループ B に属する別荘の分布図 
 
B-d は山海ではなく，東側の街路に向けられている NO.24，29 以外は全て南の太平湾を向き，
太平湾が見える。部分遮蔽で太平山（16カ所）の一部が見えるが，多くは全遮蔽で，福山（14
カ所），京山（14 カ所），匯泉湾（11 カ所）が見えない。これは北西方向に丘陵が存在してい
ることにある。同時に，NO.4-6 が海岸線に沿って分布する（図 6-3）以外は，太平湾まで 155-500
ｍの距離があり，グループ A より海湾との関係は弱い。6 カ所は街路へは向かず直接に太平湾
へ向いている。B-d は太平湾を向き，太平湾の眺望を確保している型である＊2（図 6-13）。 
以上より，グループ B は，南斜面と北斜面にある別荘の数はがぼ同じである。山との距離が
近くなることから，北斜面にある別荘の 4 割が山向きであり，3割が山海へは向けられず，南
東向きの類型である。採光と夏の南東季節風の方向に向きながら配置され，住宅内部の良好な
小気候を形成できる。南斜面にある別荘の 8割が海湾に向き，また，街路へ向かず直接に海湾
に向いている別荘が多くみられる。海湾を眺められるが，距離が遠いことから，海湾への眺望
を確保し，採光方向と夏の南東季節風の方向に向いている。グループ B は，丘の中腹に立地
し太平山の眺望を確保しながら，特定の山や海湾が見え，採光および夏の南東季節風に沿った
形式である（図 6-14）。 
 
6.3 グループ C 
 グループ C（50 カ所）は，標高 22-28ｍにあり，丘の頂に分布している。別荘はほぼ北側斜
面に集中する。北東斜面に位置する別荘は，多くが北と南西向きであり，南西方向の可視領域
が全遮蔽である。それ以外の北東斜面に位置する別荘は，ほとんどが南側（南西，南東）を向 
121 
 
 
図 6-15 グループ C に属する別荘の立地特性と周辺環境の関係 
 
いており，北西方向のみ可視領域が全遮蔽である。北西斜面に位置する別荘は，多くが東側（南
東，北東）を向いており，南東方向のみ可視領域が全遮蔽である。南斜面に位置する別荘は，
南と西向きに集中し，どの方向でも可視領域は部分遮蔽である。このように，グループ C は
立地する斜面から，4 種類（C-a，C-b，C-c，C-d）に分かれる。 
（1）C-a について 
 C-a（10 カ所）は北東斜面の両側に立地し，標高 23-27ｍにあり，建築の向きは，南西が 3
カ所，北側が 3カ所，北東が 2カ所，南東が 1カ所，東側が 1 カ所である。可視領域は，全て
南東と北西が部分遮蔽，南西が全遮蔽である。 
C-aは， NO.63，71 以外の全ては周辺の山と海を向いておらず，街路を向いている。標高が
高いため山が見える視野は B-d よりも広くなる。無遮蔽で太平山（7 カ所），福山（6 カ所），
京山（6 カ所）が見える。多数の別荘において太平湾（6 カ所），匯泉湾（10 カ所）が見えな
い。原因は，高い斜面に遮断されているためである。C-aは山地景観に対する良好な視線を持
っている＊2（図 6-15）。 
（2）C-b について 
 C-b（13 カ所）は北東斜面の中部に立地し，標高 22-27ｍにあり，建築の向きは，南西が
10 カ所，南東が 2カ所，東が 1カ所である。可視領域は，7 カ所において南東と南西が部分遮 
蔽，北西が全遮蔽である。そのうち， 4 カ所において北東方向が無遮蔽，3 カ所において北
東方向が部分遮蔽である。残りの 6 カ所においては南東と北東方向が部分遮蔽，南西と北西方 
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図 6-16 グループ C に属する別荘の分布図 
 
向が全遮蔽である。 
C-bは山海ではなく，街路を向いている No.57 以外，全ては南側の太平湾を向き，太平湾が
見える。太平山との間に障害がないため，無遮蔽で太平山（12 カ所）が見えるが，西北側の
高い斜面の遮断により，福山，京山，匯泉湾は全て全遮蔽で見えない。太平湾までの距離は
280-630m の地点にある。C-b は太平湾の眺望を確保する 3）と同時に，太平山に対する良好な
視線も持っている＊2（図 6-15）。 
（3）C-c について 
 C-c （11 カ所）は北西斜面の東側と北東斜面の西側に立地し，標高 23-26ｍにあり，建築
の向きは，北東が 5カ所，南東が 5 カ所，南西が 1 カ所である。可視領域は，全て南西，北西
方向が部分遮蔽，南東方向が全遮蔽である。そのうち，9 カ所においては北東方向が部分遮蔽，
2 カ所においては北東方向が無遮蔽である。 
C-c は，6 カ所において山海ではなく，街路を向いている。5 カ所が北側の太平山へ向いてい
る。C-c は無遮蔽で太平山（11 カ所），福山（10 カ所），京山（9 カ所），匯泉湾（9 カ所）が
見えるが，太平湾は見えない。北西方向には明らかな妨害地形はないが，南側に丘陵が存在し
ていることにある。C-c は太平山の眺望を確保する 3）と同時に，福山，京山，匯泉湾に対し
て良好な視線を持っている＊2（図 6-15）。 
（4）C-d について 
 C-d （16 カ所）は南側斜面と北側斜面の南側に立地し，標高 23-26ｍにあり，建築の向き
は，西が 5 カ所，南が 5カ所，南西が 4カ所，南東が 1 カ所，北が 1カ所である。可視領域は，
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全ては南東，南西，北西方向が部分遮蔽である。そのうち，13 カ所は北東が部分遮蔽，3カ所
は無遮蔽である。 
C-dは，北の太平山に向く NO.20 以外は，15カ所が海湾へ向いている。位置が高いため，海
湾への視野がより広く，太平湾及び匯泉湾の景色を眺められる。同時に，山地景観に対する視
野が広くなるため，C-d は無遮蔽で太平山（9カ所），福山（10カ所），京山（8カ所）の全て
が見え，部分遮蔽で太平山（5 カ所），福山（4 カ所），京山（7 カ所）の一部が見える。以上
より，C-dは海湾の眺望を確保すると同時に，特定の山地景観に対して良好な視線も持ってい
る＊2。（図 6-15） 
 以上より，グループ Cはほぼ北斜面に立地し，山地景観に近い区域にあり，山地景観に対す
る良好な視線を持っている（図 6-16）。同時に，半数の別荘は海湾のある南向きに広い視野を
確保するように配置されている。また別荘の 2割が採光及び夏の南東季節風に応じて配置され
ている。グループ Bに比べ，街路を向かず直接山海を向いている別荘の比率は低くなる。これ
は標高が一番高いため，視線が広く，周辺環境との良好な視線を確保したうえ，街路との利便
性を意識したと考えられる。グループ Cの立地及び周辺環境の関係は丘の頂上の北側斜面に立
地し山の眺望を確保しながら，特定の海湾が見え， 採光および夏の南東季節風に沿った形式
である。 
 全てのグループにおいて，立地する標高や建築の向きと斜面の向きによって周辺の海湾およ
び山の眺望を追及したことであった。周辺の環境に対する良好な視線も持っている庭園空間が
欧米住宅との類似し，外向性の特徴が見られる。また，建築の向きでは，直接的に山海の方向
に向けるものが多く見られる。これは中国伝統的な住宅の「風水理論」に建築は南向きが利益
をもたらし，一番いいとされることと異なる。これらのことから，別荘と周辺環境との良好な
視線を確保して建設されたものが主に西洋文化の主導で，形成されたと考えられる。 
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7. まとめ 
 
 本章では，青島八大関別荘における立地条件の標高，斜面の向き，建築の向き，可視領域か
ら立地特性を明らかにした。周辺環境との関係を見ると，丘の麓の南斜面に立地し海湾の眺望
確保を中心としたグループ A（18 カ所），丘の中腹に立地し太平山の眺望を確保しながら，特
定の山や海湾が見え，採光および夏の南東季節風に沿ったグループ B（47 カ所），丘の頂上の
北側斜面に立地し山の眺望を確保しながら，特定の海湾が見え，採光および夏の南東季節風に
沿ったグループ C（50 カ所）に分類された。 八大関別荘では，立地する標高と斜面の向き
によって海湾および山の眺望を追及したと考えられる。 
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補注 
＊1「青島八大関―歴史文化街の研究」では，重要な建築分布図，調査表および 1949年の道路
詳細図により，研究対象の平面図を作成された。 
＊2本研究では，可視領域が全遮蔽でなく一部でも周辺環境が見える状態を「眺望が確保され
ている」とし，無遮蔽で周辺環境がみえる状態を「良好な視線を持っている」とした。 
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第七章 結論 
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1. 各章のまとめ 
 
 青島市は，近代都市計画により建設された中国の典型的な近代都市であり，都市公園と私的
庭園である別荘区が近代都市計画に従って建設された。民国時期に至り，青島市の公園が都市
計画における核心の一環とし，最初に全体的な公園緑地システム考えられた。また，代表的な
私的庭園である八大関別荘の建設は，明確な計画，建設条例と監督制度がある。両方が中国近
代の園林史において重要な地位を占めている。そのため，本論では中華民国時代に青島市の公
園と別荘の空間構成の特徴を明らかにし，公園と別荘の保全と活用に関する基礎資料を確立す
るものである。本論は 5章で構成され，各章のまとめが以下になる。 
 
1.1 青島市公園の建設および変遷 
 
 第 2章では，青島市における各時期で行われた都市計画活動や都市建設活動，都市位置づけ，
緑地計画と公園の建設活動について議論し，公園の建設及び変遷の特徴について全面的に把握
した。また，時代背景を結び付け，公園の変容特徴及びその要因について考察した。 
 まず，青島市公園の建設及び変遷は，大きく 6 つ時代に区分し，その流れを明確に位置付け
ることができることが明らかになった。（1）ドイツ統治時代（1898―1914年）：公園創立期；
（2）日本第一次統治時代（1914―1922年）：公園発展期；（3）中華民国第一次統治時代（1922
―1938 年）：公園系統確立期；（4）日本第二次と中華民国第二次統治時代（1938―1949 年）：
公園系統衰退期；（5）中華人民共和国成立初期から文化大革命まで（1949―1976 年）：公園系
統回復期；（6）改革開放から公園全体が再整備されるまで（1976―2000年）：公園系統継続期。 
そして，各時期建設された公園の分布及び施設の配置から，（1）最初の市区南部沿海区域に
あった商業と住居用途地域から，市区全体に住居や工業，業務，公建など多種の用途地域に変
容したことが解明し，均衡性が完善された。（2）殖民地時代の外国人専属から，中国の富豪を
始めて中国の大衆向けに変容したことが解明し，公平性が完善された。（3）最初の植物景観を
中心とするから，遊覧や休憩，管理，便益，教養，遊戯などの多種の娯楽施設が有する総合公
園に変容したことが解明し，機能性が完善された。 
その変遷は各時期の都市計画原則，経済などの外部要因及び利用者の造園文化や利用者数な
どの内部要因により建設されたものと考えられる。 
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1.2 中華民国時代の公園における空間構成の特徴 
 
 第 3章では，中華民国時代を研究範囲にし，重要建設区域内に立地した全 8カ所の公園を研
究対象とした。園路の密度と形式及び施設の種類と配置の 4 点を分析要素に設定した。また，
公園内地形勾配により公園を分類し，グループごとの分析要素の結果に基づいて，時代背景，
周辺土地利用，利用者属性を踏まえた上，公園の空間構成の特徴及びその要因を明らかにした。 
外国人と中国の富豪，また観光客に向ける設置されたグループ Aでは，線状，樹状，環状で
ある密度が低い園路及び，単一，散点で配置された修景，休養，教養，運動と管理施設により，
緩傾斜地で人工的な景観遊覧や休息，教養，運動機能が主体にした利用者が滞在する空間を形
成した。中傾斜地で園務管理や林間観光を主体にした利用者が遊覧する空間を形成した。平坦
地と急傾斜地で僅かな遊覧空間を形成した。外国人と中国の富豪に向けるグループ Bでは，線
状，環状と格子状である密度がより高い園路及び，単一，散点で配置された休養，修景，管理，
便益，遊戯と運動施設により，平坦地で園務管理と運動機能を主体とし，遊覧と休憩機能を備
える空間を形成した。緩傾斜地で林間遊覧と児童遊戯機能を主体にした空間を形成した。中傾
斜地と急傾斜地で僅かな林間遊覧，休憩空間を形成した。中国貧民或いは商業從業者に向ける
グループ Cでは，格子状，放射状，環状である密度が最も高い園路及び，単一，線形，対称で
配置された修景，休養，管理，遊戯と便益施設により，平坦地で遊覧，休憩と管理機能を主体
にし，利用者に便利さを備える空間を形成した。緩傾斜地で遊戯機能を主体にし，休憩機能を
備える空間を形成した。 
以上のことから，園路と施設の配置は勾配と密接な関係がある。3種類の公園において，勾
配が緩かな地形の増加に伴って，園路の密度は増え，形式はより複雑化になった。施設の配置
は単一，散点から線形，対称へと変化した。また，3種類の公園は，園路と施設の配置と利用
者や周辺の土地利用にも関連している。利用者について，外国人と中国の富豪などの上流階級
が中国貧民より西洋的な生活方式をしたため，上流階級に向ける公園は，より西洋娯楽施設が
設置された。周辺土地利用状況について，商業施設周辺にあった公園は住居施設より，施設種
が少なく，機能は比較的単一であった。そして，公園の面積も園路と施設の配置に影響してい
る。即ち，同類型の公園において，面積が増加するにしたがって，園路密度は減少し，対して
施設の数は増加する。 
全体から見れば，公園建設は周辺土地利用状況や利用者などの外部要因ならびに園内地形や
公園面積などの内部要因に由来したものである。 
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1.3 中山公園における空間構成の変遷及び特徴 
 
 第 4章では，面積最大でそして青島市近代化の各段階を乗り越える唯一の公園であった中山
公園を研究対象とした。公園の建設段階を歴史的に整理すると 3つに分けられた。公園の境界
と基本造園要素である水系，施設，園路の 4点を分析要素に設定した。地形上に構成要素の分
布状況に基づいて敷地の利用状況を分析し，公園の空間構成の変遷特徴を明らかにした。 
ドイツ統治時代と日本統治時代において都市施設は公園の発展に影響がなく，公園の規模は
増長の勢いを保ち，境界が開放式であった。ドイツ統治時代では，既存の地形に合わせて自由
曲線の園路は西洋式建築と点状で配置された水系を繋げ，イギリス庭園の空間構成を呈する。
敷地の利用から，平地部で水系と林間の観光空間，山麓部で管理と林間観光空間を形成し，全
体は植物景観が中心で、遊覧と管理機能を主体とする空間を形成している。 
日本統治時代では，前期の各要素と形式をそのまま利用したほか，平地部で運動機能空間を
増設され，山麓部で教養機能空間を増設された。全体がは遊覧，文化・教養，管理と運動機能
を主体とする空間を形成している。 
中華民国時代において公園は，周辺市街地の拡張及び都市交通の建設による影響を受け，規
模が減少し，外部施設を空間的に分断するために境界が半開放式になった。自由曲線と直線で
構成された園路は，幾何学式及び中国伝統様式の施設と線状に配置された水系で繋げられ，前
期のイギリス庭園を基調とし，西洋幾何学式と中国伝統造園様式も融合した形式となった。敷
地の利用から，平地部で水系と林間観光や休憩，運動，教養機能空間，山麓部で水系と林間観
光や休息，便益と管理機能空間，山地部で滝と林間観光空間を形式している。全体は遊覧，休
憩，文化・教養，運動機能を主体とする空間を形成している。 
 中山公園の形成及び変遷が，各時期において社会背景及び文化による影響を受け，また，利
用者数及び属性に応じて建設されたと考えられる。各時期の設計者と利用者の園林文化に応じ
て中山公園が西洋自然式を基調とするから，西洋自然式や西洋幾何学式，中国伝統造園様式が
融合する形式へと変化したと考える。また，来訪者の増加に応じて，最初の平地部と山麓部で
自然景観が豊富な遊覧空間から園内各地形を活用することで文化教養やレクリエーションな
どの機能を多く有する空間へと変化したと考えられる。 
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1.4 八大関別荘の外部空間の構成特徴 
 
 第五章では，民国時代において青島市にある代表的な私的庭園である八大関別荘区に着目す
る。「青島八大関近代建築文物保護計画」の代表対象となった 35 カ所から，当時にホテルと教
会で使われた 2 カ所を除き，33 カ所の住宅地を研究対象とした。外部空間の構成の枠組みと
なる敷地範囲の限界，エントランスの形式，緑地の配置と動線の配置の 4点着目して基本集計
を行った。客観的に外部空間の構成特徴を把握するため，階層クラスター分析を行い，類型化
し，外部空間の構成特徴を明らかにした。 
 外部空間について分析した結果，空間の構成特徴はグループ A,B,C の 3つに分けられた。グ
ループ A では，半開放式の塀や転回なしの動線と動線の両側に緑地を設置されたことで，建築
入口から一直線で街路へと向かわせ，外部空間は視野を広く持つ開放式に傾く庭園空間を営造
した。グループ Bでは，半開放の塀や転回なしの動線或いはエントランスの二階空間で周辺環
境への広い視野を確保する一方，グループ Aの簡単な緑地形式の代わりに，湾曲している曲線
型の緑地で回遊空間を作り出し，庭園空間にもより観賞性を営造する。グループ C では，転回
2 回と 3回の動線，建築前に緑地を設置されたことで，プライバシーを守るの工夫がみられる
一方，半開放の塀，またはエントランスの二階の空間を利用し，周辺環境への広い視野を確保
する。 
 別荘区は都市の中心部から離れ，地形の起伏が多い海沿いの丘陵地帯に位置している。全て
の研究対象は，自然景色を楽しむため，半開放の塀，転回なしの動線あるいはエントランスの
二階空間により，周辺環境の景色を生かす特有の庭園空間が形成している。これは，欧米住宅
に類似し，西洋の住宅様式や文化の主導で，形成されたと考えられる。また，一部の別荘は，
エントランスの二階空間で周辺環境との関係を結ばせるとともに，緑地と動線の設置により，
庭のプライバシーを守る工夫がみられる。中国伝統的な住宅に近く，中国伝統的な生活方式に
応じて営造されたと考えられる。 
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1.5 八大関別荘と周辺環境の関係 
 
 第六章では，前章の結果を踏まえた上，八大関別荘と周辺の山，海との位置関係や視線関係
を注目し，別荘の立地特性と周辺環境との関係を明らかにすることを目的とする。本章にて八
大関別荘区内に現在保存されている 190棟の主体建築のうち，民国時代に建設され，立地特性
と周辺環境の関係が確認できる 115 棟を研究対象とした。建築を中心とした立地特性を標高，
斜面の向き，建築の向き及び可視領域の 4 点から把握し，クラスター分析により，各別荘を分
類し，立地特性を明らかにした。また，グループごとの周辺環境との関係を，海岸線，敷地内
の地形，海湾及び山との位置関係や可視領域から明らかにした。 
 立地特性について分析した結果は，グループ A,B,C の 3 つに分けられた。グループ Aでは，
丘の南斜面に立地し，海湾を向きながら海岸線に沿って分布し，海湾の眺望確保を中心とする
形式を形成している。グループ Bでは，丘の中腹に立地し，太平山の眺望を確保しながら，特
定の山や海湾が見え，採光および夏の南東季節風に沿った形式を形成している。グループ C
では，丘の頂上の北側斜面に立地し，山の眺望を確保しながら，特定の海湾が見え，採光およ
び夏の南東季節風に沿った形式を形成している。 
全てのグループにおいて，立地する標高や建築の向きと斜面の向きによって周辺の海湾およ
び山の眺望を追及したことであった。周辺の環境に対する良好な視線も持っている庭園空間が
欧米住宅との類似し，外向性の特徴が見られる。また，建築の向きでは，直接的に山海の方向
に向けるものが多く見られる。これは中国伝統的な住宅の「風水理論」に建築は南向きが利益
をもたらし，一番いいとされることと異なる。これらのことから，別荘と周辺環境との良好な
視線を確保して建設されたものが主に西洋文化の主導で，形成されたと考えられる。 
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2. 総合考察と結論 
 
 上記の各章の総合考察を行い，内容をまとめ，本研究の結論とする。 
  
中国の近代において，外国諸国から強烈的な文化衝撃を受け，中国伝統文化と西洋文化の関
係に関する論争は絶えずに続いていた。民国時代になり，五四文化運動を起こったから，中西
文化を融合することが徐々に主流思想となった。中国全体にとって，西洋文化は外来文明と扱
われながら吸収されていた。 
青島市は租借都市であり，他の都市が持っていない独自性がある。青島の都市建設はドイツ
総督府により制定した都市計画に従って，白紙から建設され，都市建設は完全に西洋文化の主
導で形成したものであった。日本統治時期においてドイツ統治時代に建設された様々な施設は
高度な評価を得た。また，当時の日本国内に積極的な西洋文化の導入が図られることから，ド
イツの都市計画や建設条例，建築様式などを基準にし，都市建設を続けていった。日本統治の
末期に至っては，都市全体が西洋様式にレイアウトされていた。民国時代になると，中国人は
自主的に青島市の都市建設を始まった。中西文化の融合が主流思潮となった当時期では，都市
施設は植民地時代に建設されたもの或いは当時期に導入された新たな西洋様式を模倣しなが
ら建設される一方，中国伝統的な文化が導入されたことで，民族自信感と文化独立性を増強さ
れるようになった。それため，民国時代における青島市の公園と別荘は，西洋様式を基調とし，
中国の伝統的な要素を取り入れた。 
 各章の内容をまとめると，ここでは，立地の選定，地形の活用と構成要素の配置の 3つの視
点から，民国時代の青島市における公園と別荘の空間構成の特徴を総合的に明らかにする。ま
た，社会背景と文化背景などを結び付け，総合的に考察を行う。 
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2.1 立地の選定 
 
公園に関しては，当時期において建設された多くの公園はドイツ統治時代と日本統治時代で
山や海岸に造られた林地をもとに建設されたものである。これは山海の景色を取り込む一方， 
ドイツ統治時代の計画理論により，すなわち植林で都市環境と水源地を改善し,樹木の成長と
ともに園路や施設を設け,徐々に公園が形成されるという理念を継承し，公園は山や海岸にあ
った植林を活用し，建設されたと考えられる。 
  別荘に関しては，都市の中心部から離れ，地形の起伏が多い海沿いの丘陵地帯に位置し，海
岸線と地形の起伏に順応し，配置されている。その建設背景から見ると，別荘区は当時期に制
定された「青島市暫行建築計画」により形成された。「青島市暫行建築計画」の作成を見ると，
ドイツ統治時代に制定した計画と事例を基づき，編成された。八大関別荘区は，ドイツ統治時
代に制定した計画を基準とし，ドイツ統治時代に建設された郊外別荘を模倣しながら建設され
たと考えられる。 
  
2.2 地形の活用 
 
公園に関しては，既存の地形をそのまま利用することが多い。丘陵地に立地する公園は，地
形を生かした有機的な曲線の園路及び散点する施設を配置し，自然式な空間構成を形成した。
これは，中国伝統的庭園に湖を掘り山を築くなどのすべて人工の手法を用いて自然の造りしも
のと違い，イギリス風景式庭園の構成特徴がみられる。また，平地に立地する公園は，直線と
幾何学的な曲線の園路が設けられ,施設が線形や対称で配置され,西洋幾何学的な空間構成と
なっている。「風景式庭園」や「平面幾何学式庭園」等の構成から，植民地時代の事例と理論
と，当時の欧米で流行した設計法を用いていると考えられる。 
別荘に関しては，丘の麓に立地した別荘は，海湾の眺望確保を中心とし，丘の中腹に立地し
太平山の眺望確保を中心とし，丘の頂上に立地した別荘は，山の眺望確保を中心とする構成特
徴を形成している。各別荘は，立地する標高と斜面の向きによって海湾および山の眺望を追及
したものである。また，建築は直接的に山海の方向に向けるものが多く見られる。これは中国
伝統的な住宅の「風水理論」に建築は南向きが利益をもたらし，一番いいとされることと異な
る。別荘区は周辺環境との良い関係を確保しながら建設されたことが，欧米の郊外別荘類似す
る傾向が著しい。 
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2.3 構成要素の配置 
 
公園に関しては，一方，園内に遊戯場や競馬場，動物舎，運動場などの西洋娯楽施設が多く
現れる。また，地形を活かし，各要素の異なる配置方式によって，欧米で流行した「風景式庭
園」や「平面幾何学式庭園」などの構成特徴が現れた。一方，園内に中国伝統的な様式の亭，
花廊などの休養と修景施設が配置され，西洋様式の上に，中国伝統的な造園要素も融合された。
また，桟橋公園と海浜公園にそれぞれのボリュームが大きな中国伝統的な建築様式の「牌楼」，
「水族館」を構築し，中国伝統的な文化の印を付けられることになった。 
別荘に関しては，庭園内に中国伝統的な造園要素である遣水と築山が見られなく，代わりに
西洋造園要素である舗装と芝生が設けられた。また，エントランスは西洋様式の玄関ポーチ，
玄関ポーチ・バルコニー，ピロティ・ベランダを使用した。そして，多くの別荘は半開放の塀
や転回なしの動線，動線の両側に設置された緑地とエントランスの二階空間により，周辺環境
に開放された庭園空間が形成している。周辺の自然景観と結ばれており，自然との接触を楽し
む場所として建設されたものであり，欧米住宅の外向性の特徴が見られる。一方，中国伝統的
な造園要素が見られないが，一部の別荘が建築前に設置された緑地或いは転回 2回と 3回の動
線を設置することで，庭のプライバシーを重視する。中国の伝統的な住宅のプライバシーを守
る動線や街路から建築への視線が遮られるなどの特徴が見られる。 
 
 
 
 
図 7-1 別荘と公園の空間構成 
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2.4 考察及び結論 
 
近代の青島市はドイツと日本により統治され，ドイツ統治時代において統治者が欧米の建築
及び造園様式が青島に導入した。日本統治時代において，ドイツ時代に建設された様々な施設
は高度な評価を得た一方，日本国内に積極的な西洋文化の導入が図られることから，青島市で
も欧米様式を模倣し，都市建設を続けていった。そのため，西洋文化は近代青島市の都市建設
の発展対して決定的な役割を果たす。植民地時代を経ち，青島市全体が西洋様式にレイアウト
されていた各種の都市施設が特徴的であった。 
民国時代になり，中国の社会体制や思想と文化など大きな変化があり，それと青島が植民地
という歴史背景があることで，当時の青島市は多元な思想と文化が融合した社会であった。 
一方，植民地時代の都市建設について高い評価があったから，市政府が植民地時代からでき
た都市レイアウトと建築様式を維持する政策が制定した。当時期の都市建設は，1910 年ドイ
ツ統治時代に制定した都市計画と建設理論を基準にし，また，植民地時代ドイツ統治時代にお
ける中国最初の臨海保養地の一つという青島の都市位置づけを継承し,発展した。八大関別荘
区は，ドイツ統治時期に建てられた別荘区の付近の沿海丘陵地に立地し，ドイツ統治時代に当
区域が避暑地という機能に続いて建設されたと考えられる。また，別荘の容積率や建物の高さ，
透かしがある塀を採用するなどの建設規範は，ドイツ統治時代に制定した別荘の建築標準や自
然との融合などの計画理念に一致する。公園は既存の林地を基づいて造り，ドイツに統治時代
に「植林で都市環境と水源地を改善し,樹木の成長とともに園路や施設を設け,徐々に公園が形
成される」という公園の建設理念に合っている。また，公園の様式や既存地形を基にして有機
的な園路と散点する施設を配置し，ドイツ統治時代の「風景式庭園」の特徴が見られる。これ
らのことは，市政府によって，有意に植民地時代から形成された西洋的な都市レイアウトと建
築様式を維持したと考えられる。 
一方，民国時代に民主社会を進ませるため，西洋文化が文明の象徴とし，青島市に導入した。
公園の中に噴水や遊戯場や運動場などの西洋造園要素や西洋娯楽施設を大量に引き入れ，また
「平面幾何学式庭園」が大量に現れたことは，すべて民国時代に建設されたものであった。民
国政府はその形式と要素が文明の象徴として導入されたと考えられる。また，本研究は別荘の
建築様式に関して研究していないが，既往研究を参考し，八大関別荘区にあった建築様式には，
ドイツやロシア，日本，英，仏，米などの異なる地域の建築文化を集中に反映され，「万国建
築博覧会」と呼ばれている。これは，当時に西洋文化を導入したから以上の特徴が形成したと
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考えられる。 
また，当時の青島政府は中国伝統的な施設の建設にも積極的に力を入れた。民国政府は，中
国伝統的な様式の建築と園林を建設し，中国伝統的な文化を入れ，民族自信や文化独立性を増
強されるという主張を出した。民国初期の市政建設は基本西洋，主にドイツの建設様式を基準
にしたが，1931年 12 月沈鴻烈が青島市市長に就任してから，中国伝統様式の建築が続々と現
れた。青島だけでなく，当時の上海や天津などの租界都市にも中国伝統的な建築と造園様式が
復帰するようになった。公園の建設から見ると，全体的は西洋様式の基に，中国伝統な亭や閣
などの施設が建てられたことは，上記の社会背景による影響を受けて建設されたと考えられる。 
前述、社会背景と文化背景から民国時代の青島市にある公園，別荘の空間構成について考察
した。そのほか，公園と別荘の建設は設計者や利用者の経歴，生活習慣と利用方式などにも直
接に関わっていると考えられる。 
植民地時代の青島は，市政施設はほぼ植民支配者のためにあるものであった。民国時代に入
り，植民統治の終了と当時多元な西洋文化の輸入とともに，中国人が西洋文化に触れ始めた。
上流社会の中国人は高い社会地位を持ち，支配できる休暇時間と高い経済力を持っているから，
貧民と比べて比較的に西洋式の生活方式を送るようになった。その後，西洋式の生活方式は
徐々に社会地位の象徴となった。本研究に言及した公園や別荘は，大体留学経験のある中国設
計者が中国富豪或いは外国人のために設計したものである。公園と別荘は西洋様式を基づき，
西洋建築と造園の要素を配置し，その人たちの経歴，生活方式及び社会地位への需要の一致し
たものであったと考えられる。一方，中国人にとって，千年以上伝承した中国伝統的な思想は
まだ残っていると考えられ，公園の建設については，亭と閣など中国伝統的な造園要素を配置
することは，中国人が庭園空間に対しての一般的な認識でもある。別荘に関しては，転回多回
のプライバシーを守る動線や街路から建築への視線が遮られるなどの特徴が，中国伝統的な内
向・閉鎖の生活方式に合っていると考えられる。 
上記のことをまとめると，民国時代における公園と別荘の空間は，社会背景や文化背景，設
計者と利用者の経歴，観念と利用方式などにより，西洋式公園と建築様式を基調しながら，中
国人の生活文化に応じる空間を作り出したことがわかる。公園では，西洋様式を基調とし，西
洋の娯楽文化にも対応した一方，亭と閣などの造園要素による中国の伝統的庭園の空間特徴を
取り入れたことがわかる。別荘では，西洋文化の主導で，山海の眺望を追求し，周辺環境に開
放された一方，動線と緑地によるプライバシーへの工夫の中国の伝統住宅の特徴を取り入れた
ことがわかる。 
137 
 
謝辞 
 
本論文を作成するにあたり，多くの方々からご指導，ご助言をいただきました。ここに心よ
り感謝申し上げます。 
千葉大学大学院園芸学研究科環境造園デザイン学分野の章俊華先生には，指導教官として，
本研究を行う機会を与え，終始ご指導，ご鞭撻，ご助言を頂き，また，ランドスケープ研究へ
の道を導いていただいたこと，心より深く御礼を申し上げます。同研究室の三谷徹先生には，
研究指導やゼミ活動などにわたる懇切丁寧なご指導，ご助言をいただいたこと，心より深く御
礼を申し上げます。 
本論文をまとめるにあたり，千葉大学大学院園芸学研究科環境造園デザイン学分野の木下剛
先生ならびに環境健康学領域の岩崎寛先生には，本研究の構成や内容，考察などのご指導とご
助言のおかげで本論文の完成度を高めることができ，心より感謝申し上げます。 
本論文は千葉大学大学院園芸学研究科環境園芸学専攻博士前期課程と後期課程に在籍中の
研究成果をまとめたものである。博士前期課程から現在に至るまでの 5年間にわたり，ご指導、
ご助言を頂きました咸光珉氏，馬嘉氏，張亜平氏をはじめ，諸先輩方に深く御礼を申し上げま
す。また，様々な場面でご協力とご助言を頂きました同級生と後輩の方々：馬淵大樹氏，湯金
潤氏，蘇暢氏，胡楠氏，楊憲銀氏，三田恭裕氏，胡嘉誠氏，姜佳怡氏，村上小百合氏，姉歯宗
樹氏，水谷蒼氏をはじめ，心より御礼を申し上げます。 
この 5年間で，本論文の審査や研究活動，学生生活などでご協力をしてくださった園芸学部
学務の皆様に心より御礼申し上げます。おかねの援助をしてくださった日本学生支援機構にも
感謝いたします。 
最後に、今日に至るまでの研究活動や学生生活を様々な面から支えていただいた両親には心
から感謝の意を表します。 
 
ここに書ききれない多くの方々のご協力により，本論文が作成するに至った。これまでお世
話になった方々に重ねて心からお礼申し上げます。 
 
平成 31年 2 月 
王 培厳 
